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千円 千円 千円

1,535,373,874 1,534,809,798 △ 564,076

　 （
１．義務教育費国庫負担金

（
２．専門スタッフ・外部人材の拡充

（
　（１）スクールカウンセラーの配置拡充【後掲】

（
　（２）スクールソーシャルワーカーの配置拡充
　　　【後掲】

（
　（３）いじめ防止等対策のためのスクール
　　　 ロイヤー活用に関する調査研究【後掲】

（
　（４）補習等のための指導員等派遣事業

（
　　　①学力向上を目的とした学校教育活動支援

（
　　　②スクール・サポート・スタッフの配置

（
　　　③中学校における部活動指導員の配置

（
　（５）特別支援教育専門家の配置【後掲】

（
３．学校現場における業務の適正化

（
　（１）学校現場における業務改善加速事業

（
　（２）統合型校務支援システム導入実証研究
       事業【後掲】
　　　
　　

1,883,000 1,767,000 △ 116,000 義務教育費国庫負担金

311,337 ）

4,872,680

1,483,581 ）

）

1,977,892

12,177,578 ）
14,411,811

311,337

4,568,912

事        項
前　年　度
予　算　額

2019年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

備              考

１．
）1,522,781,000

1,519,966,000

504,000 ）

4,775,674

9,819

）

3,071,674 ）

）

6,070,954

103,959 ）

9,819

1,339,592 ）
1,480,466

3,071,674

1,200,000

1,302,000

431,987

2019年度概算要求額事項別表

（初等中等教育局）

120,650

）
1,697,280

新学習指導要領の円滑な
実施と学校における働き
方改革のための指導・運
営体制の構築（チームとし
ての学校運営体制の推
進）

415,296 ）

（参考）復興特別会計

説明資料１ 参照
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千円 千円 千円

事        項
前　年　度
予　算　額

2019年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

備              考

教育課程の充実 2,461,152 2,910,822 449,670

（
１．学習指導要領等の趣旨徹底等及び新学習
　　指導要領の円滑な実施に向けた取組の推進

（
２．基礎学力に課題を抱える児童生徒への
　　支援の充実【新規】

（
３．次代を見据えた教育課程・指導方法等に関する
　　先導的研究開発

（
４．理数教育の充実のための総合的な支援等

（
５．現代的課題に対応した教育の充実等

（
６．特別支援学校学習指導要領等の趣旨徹底等
　　及び学習・指導方法の改善・充実
　　 【後掲】

（
７．幼稚園教育課程の理解の推進【後掲】

情報教育・外国語教育 2,246,807 3,808,249 1,561,442

の充実 （
１．次世代の教育情報化推進事業

（
２．情報モラル教育推進事業

（
３．遠隔教育システム導入実証研究事業

（
４．統合型校務支援システム導入実証研究事業
　　【再掲】

（
５．次世代学校支援モデル構築事業

（
６．ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業

（
７．教育用コンテンツ奨励事業

（
８．学校における未来型教育テクノロジーの
　　効果的な活用に向けた開発・実証研究事業
　　【新規】【後掲】

（
９．先端技術を活用した幼児教育分野の実証研究
　　【新規】【後掲】

（
１０．デジタル教科書の効果・影響等に
　　　関する実証研究

（
１１．小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業

（
１２．スーパーグローバルハイスクール

（
１３．ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）
　　　コンソーシアム構築支援事業
　　【新規】【後掲】

（
１４．地域との協働による高等学校教育改革
　　　推進事業
　　【新規】【後掲】

）

0

14,077

35,618

736,701

30,000

1,890,672

50,000

108,367

128,366

19,679

63,000

258,045

84,351

）

）

2,291,440

）

202,596

69,351

）

）

）

）

146,077

13,212

0

700,000

0

）

２．

）
130,058

112,912

26,300

26,300

）103,872

）

）

311,337

311,337

119,123

119,123

0

29,395

78,000

13,212

0

167,171

）

）

51,881

51,881

843,035

505,864

）

）

）

）

）
400,103

３．

1,184,574

）

説明資料２ 参照

説明資料３ 参照
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千円 千円 千円

事        項
前　年　度
予　算　額

2019年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

備              考

道徳教育の充実 3,523,934 4,217,934 694,000 　
　 （
１．道徳教育の抜本的改善・充実等

6,396,523 7,523,884 1,127,361

（
１．いじめ対策・不登校支援等総合推進事業

（

（
　（２）いじめ対策・不登校支援等推進事業

（
　（３）有識者会議等開催経費等

（
２．夜間中学における就学機会の提供推進

2,450,227 2,391,982 △ 58,245 　緊急スクールカウンセラー等活用事業

101,130 152,035 50,905

（
１．健全育成のための体験活動推進事業

　　〔総合教育政策局に計上〕

（
２．学校教育における長期宿泊体験活動の導入
　　促進に関する調査研究

）

2,530

５．
6,360,446

いじめ・不登校対応等の
推進

66,236

149,505

）

　（１）外部専門家を活用した教育相談体制の
     　整備・関係機関との連携強化等【再掲】

7,239,518

7,457,648

4,217,934

４．
3,523,934

）

190,382 ）

６． 子供の体験活動の推進
98,600 ）

36,077

25,748 ）

）

6,144,316

）
2,530

27,748

190,382

（参考）復興特別会計

説明資料４ 参照

説明資料５ 参照

説明資料６ 参照
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千円 千円 千円

事        項
前　年　度
予　算　額

2019年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

備              考

34,167,280 54,106,536 19,939,256

（
１．幼児教育無償化の実施
　（幼稚園就園奨励費補助等）

（
２．幼児教育の質の向上

（
　（１）幼児教育実践の質向上総合プラン

（
　　①幼児教育推進体制の充実・活用強化事業

（
　　②幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業

（
　　③幼稚園の人材確保支援事業

（
　　④幼児教育の質向上のための評価実施支援
事業

（
　　⑤先端技術を活用した幼児教育分野の実証
研究

（
　　⑥幼児教育の教育課題に対応した指導方法
等充実調査研究

（
　（２）幼稚園教育課程の理解の推進

（
　（３）ECEC Network事業の参加

（
前年度限りの経費

（
３．幼児教育の環境整備の充実

（
　（１）認定こども園等への財政支援

（
　（２）私立幼稚園の施設整備の充実

184,268 537,941 353,673

（

（

　　〔総合教育政策局に計上〕
（

３．スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール

（
４．地域との協働による高等学校教育改革
　　推進事業
　　【新規】【再掲】

223,421 235,062 11,641

（

（

21,100,000

515,847 ）
2,500,000

0

3,863,847 ）
23,600,000

3,348,000 ）

26,300

7,024 ）
11,000

245,873 ）

50,000

0 ）
30,000

26,300 ）

85,000

0 ）
50,000

0 ）

200,000

0 ）
30,000

0 ）

482,300

0 ）
445,000

0 ）

７． 幼児教育の振興
30,024,236 ）
30,024,236

279,197 ）

２．地域を担う人材育成のためのキャリア
　　プランニング推進事業

16,810

）

１．学校保健推進事業
　  （がん教育総合支援事業等）

８． キャリア教育・職業教育
の充実

148,817

学校健康教育の推進
99,030

１．将来の在り方・生き方を主体的に考えられる
　　若者を育むキャリア教育推進事業

400,103

９．
）

）

３．学校給食・食育総合推進事業
　（つながる食育推進事業等）

96,677

）

）

131,131

8,405

27,046

103,931

124,391

24,351

0 ）

説明資料８ 参照

説明資料９ 参照

説明資料７ 参照
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千円 千円 千円

事        項
前　年　度
予　算　額

2019年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

備              考

2,421,431 2,425,311 3,880

（

（
２．へき地児童生徒援助費等補助金

（
３．高等学校における次世代の学習ニーズを

　　踏まえた指導の充実事業

2,398,318 2,777,069 378,751 　
（

１．切れ目ない支援体制整備充実事業【再掲】

（
２．学校における医療的ケア実施体制構築事業

（

（
４．学校と福祉機関の連携支援事業【新規】

（
５．特別支援教育に関する教職員等の資質
　　向上事業

（

（

（

（
９．特別支援教育充実事業等

2,204,580 2,729,597 525,017

（
１．スクールソーシャルワーカーの配置拡充
     【再掲】

（
２．高校生等の就職・就学支援等

（
３．要保護児童生徒援助費補助

（参考） （
　被災児童生徒就学支援等事業
    （大規模災害等対応分）

5,216,670 4,431,021 △ 785,649 被災児童生徒就学支援等事業

1,193,610 1,193,610 0

　

1,599,954

６．学習指導要領等の趣旨徹底等及び学習・
    指導方法の改善・充実【再掲】

３．発達障害の可能性のある児童生徒等に対
　　する支援事業

８．教科書デジタルデータを活用した拡大教科
　　書、音声教材等普及促進プロジェクト

103,872

１１． 切れ目ない支援体制構築
に向けた特別支援教育の
充実

１０． 少子化に対応した活力あ
る学校教育の推進 34,739

１２．

１．少子化・人口減少社会に対応した活力ある
　　学校教育推進事業

１３． 私立小中学校等に通う児
童生徒への経済的支援に
関する実証事業

）

73,048

1,977,892

）

）

）

647,076

273,817 ）

）
678,657

）

39,494

73,923

59,211

10,827

280,328

146,077

2,312,769 ）

73,048

73,923

）
1,910,249

）

）
61,383

）

）

）

68,941

219,063

145,530

51,836

）

73,025 ）
76,089

７．学校における交流及び共同学習を通じた
     障害者理解（心のバリアフリー）の推進
　　 事業

49,993

0

2,312,769

1,483,581

学校をプラットフォームとし
た総合的な子供の貧困対
策の推進

86,405

630,185

232,604

（参考）復興特別会計

説明資料１１ 参照

説明資料１０ 参照

説明資料１３ 参照

説明資料１２ 参照
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千円 千円 千円

事        項
前　年　度
予　算　額

2019年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

備              考

384,113,814 385,663,391 1,549,577

（
１．高等学校等就学支援金交付金

（
２．高等学校等就学支援金事務費交付金　

（
３．公立高等学校授業料不徴収交付金

（
４．高校生等奨学給付金

0 1,317,274 1,317,274

（
１．学校における未来型教育テクノロジーの
　　効果的な活用に向けた開発・実証研究事業
　　【新規】【再掲】

（
２．先端技術を活用した幼児教育分野の実証研究
　　【新規】【再掲】

（
３．ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）
　　　コンソーシアム構築支援事業【新規】【再掲】

（
４．地域との協働による高等学校教育改革
　　推進事業【新規】【再掲】

43,249,000 44,836,000 1,587,000

（
　義務教育教科書購入費

13,279,267 ）

）
2,476,340

13,425

高校生等への修学支援

167,171

0 ）
400,103

0 ）

１４．
367,811,996

368,601,189

）

）

44,836,000

）

0 ）
50,000

14,572,437

１６． 義務教育教科書の無償給
与 43,249,000

700,000

3,007,551

１５．

15,000

）
Society5.0に向けた人材
育成 0

説明資料１４ 参照

説明資料１６ 参照

説明資料１５ 参照
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１．新学習指導要領の円滑な実施と学校における働き方
改革のための指導・運営体制の構築（チームとしての
学校運営体制の推進）

(前 年 度 予 算 額 1,535,374百万円）

20 1 9年度要求・要望額 1,534,810百万円

〔参 考 ： 復 興 特 別 会 計 1,767百万円〕

１．要 旨
新学習指導要領の円滑な実施と学校における働き方改革を目指し、学校におけ

る指導・運営体制の効果的な強化・充実を図り、「チーム学校」を実現するため、
教職員定数の改善、専門スタッフや外部人材の配置拡充、業務の適正化などを一
体的に推進する。

２．内 容
◆義務教育費国庫負担金 1,519,966百万円(1,522,781百万円)
義務教育費国庫負担制度は､公立の義務教育諸学校の教職員の給与費について

都道府県及び指定都市が負担した経費の３分の１を国が負担するものである。

・教職員定数の改善 ＋56億円（＋2,615人）

・基礎定数化に伴う当然増（通級による指導等） ＋ 5億円（＋ 246人）

・教職員定数の自然減 ▲62億円（▲2,872人）

・教員給与の見直し ＋1億円

・教職員の若返り等による給与減 ▲28億円

≪教職員定数の改善≫ ＋2,615人
１．学校における働き方改革 ＋2,000人
○学校の指導体制の充実－教員の持ちコマ数軽減による教育の質の向上－
①小学校専科指導の充実（小学校英語教育の早期化・教科化に伴う、一定の
英語力を有し、質の高い英語教育を行う専科指導教員の充実）（※）

＋1,000人
※専科指導教員の英語力に関する要件

①中学校又は高等学校英語の免許状を有する者

②２年以上の外国語指導助手(ＡＬＴ)の経験者

③ＣＥＦＲ＊ Ｂ２相当以上の英語力を有する者

＊外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠

④海外大学、又は青年海外協力隊若しくは在外教育施設等で、２年以上の英語を使用し

た海外留学・勤務経験のある者

(注)②～④は、小学校教諭免許状、又は中学校英語・高等学校英語の免許状のいずれの免

許状も有しない者にあっては特別免許状を授与することが必要。

②中学校生徒指導体制の強化 ＋ 500人

○学校の運営体制の強化
①学校総務・財務業務の軽減のための共同学校事務体制の強化
（事務職員） ＋ 400人

②主幹教諭の配置充実による学校マネジメント機能強化 ＋ 100人
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２．複雑化・困難化する教育課題への対応関連 ＋ 1,115人【再掲を含む】
・いじめ・不登校等の未然防止・早期対応等の強化 ＋ 500人【再掲】
・貧困等に起因する学力課題の解消 ＋ 500人
・「チーム学校」の実現に向けた学校の指導体制の基盤整備
（養護教諭、栄養教諭等） ＋ 40人

・統合校・小規模校への支援 ＋ 75人

※上記の他、平成29(2017)年の義務標準法改正に伴う基礎定数化関連の定数増減。
（内訳）・通級による指導 ＋348人 ・日本語指導 ＋ 68人

・初任者研修 ＋ 72人 ・自然減等 ▲242人 計＋246人

≪教員給与の見直し≫
・管理職手当の改善（校長、副校長・教頭の支給率改善）
・部活動手当の支給要件の見直し
（土日４時間程度を土日３時間程度に見直し）

（参考：復興特別会計）
震災に起因し厳しい教育環境下に置かれている児童生徒のための学習支援等

のため784人の加配措置。
1,767百万円(1,883百万円)

≪関連施策≫
・教育政策に関する実証研究 28百万円（31百万円）

有識者や意欲ある自治体の協力を得つつ、時代の変化に対応した新しい教

育への取組、いじめ・不登校、子供の貧困等の学校の課題に関する状況や、

それらの課題に対応するための指導体制の在り方など、教育政策の効果を評

価する実証研究を実施。
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◆専門スタッフ・外部人材の拡充
○スクールカウンセラーの配置拡充【後掲】〔補助率１／３〕

4,873百万円（4,569百万円）

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕

・スクールカウンセラー配置の増(26,700校→27,500校（全公立小中学校へ配置)）

【公立中学校：10,000校】

・通常配置(4,800校)に加え、小中連携型配置の拡充
(3,600校→5,000校）による公立小中学校の相談体制の連携促進。

・生徒指導上、大きな課題を抱える公立中学校等においてスクール
カウンセラーによる週５日相談体制(200校)を実施。

【公立小学校：17,500校】
・通常配置(7,500校)に加え、小中連携型配置の拡充
(7,200校→10,000校)による公立小中学校の相談体制の連携促進。

・貧困・虐待対策のための重点加配（1,000校→1,500校）
・教育支援センター（適応指導教室）の機能強化等、不登校支援のための

配置（250箇所） 等
※ 支援が必要な学校に弾力的に派遣できるよう、地域の実情に応じ、教育委員会へ

の配置も推進

[目標]平成31年度までに、スクールカウンセラーを全公立小中学校（27,500校）に配置

H31:27,500校（H30:26,700校）

（ニッポン一億総活躍プラン）

（ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト）

○スクールソーシャルワーカーの配置拡充【後掲】〔補助率１／３〕

1,978百万円（1,484百万円）

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市、中核市〕

・スクールソーシャルワーカー配置の増（7,500人→10,000人）
・高等学校のための配置（47人）
・貧困・虐待対策のための重点加配（1,000人→1,500人）
・スーパーバイザー（47人）の配置 等

[目標]平成31年度までに、スクールソーシャルワーカーを全ての中学校区（約1万人）に配置

H31:10,000人（H30:7,500人）

（ニッポン一億総活躍プラン）

（ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト）

○いじめ防止等対策のためのスクールロイヤー活用に関する調査研究【後掲】
10百万円（10百万円）

・法律の専門家である弁護士が、その専門的知識・経験に基づき、学校にお
いて法的側面からのいじめ予防教育を行うとともに、いじめなどの諸課題
の効率的な解決にも資する、学校における相談体制の整備に関する調査研
究を実施（３地域）
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○補習等のための指導員等派遣事業〔補助率１／３〕

6,071百万円（4,776百万円）

多彩な人材がサポートスタッフとして学校の教育活動に参画する取組を支援

（１）学力向上を目的とした学校教育活動支援 3,072百万円（3,072百万円）

児童生徒一人一人にあったきめ細かな対応を実現するため、教員に
加えて学校教育活動を支援する人材の配置を支援。
＜当該分野に知見のある人材（退職教職員や教員志望の大学生など）＞

（7,700人）

・実施主体：都道府県・指定都市

・負担割合：国１／３，都道府県・指定都市２／３

《具体例》

・補習や発展的な学習への対応

・外国人児童生徒等の学力向上への取組

・不登校・中途退学への対応、いじめへの対応

・キャリア教育支援、就職支援

・校長経験者による若手教員への授業指導

・体験活動の実施への支援

（２）スクール・サポート・スタッフの配置 1,697百万円（1,200百万円）
【教員サポート】（拡充）（3,000人→3,600人）

＜地域の人材（卒業生の保護者など）＞
教員が児童生徒への指導や教材研究等に注力できる体制を整備し、教

員の負担軽減を図るため、学習プリント等の印刷などを教員に代わって
行うサポートスタッフの配置を支援。

【副校長・教頭サポート】（新規）（400人）
＜地域の人材（元教職員、行政・企業事務経験者など）＞
副校長・教頭が学校のマネジメント等に注力できるよう、勤怠管理や

調査報告、施設管理、電話・来客対応等の副校長・教頭の業務の一部を
補助するサポートスタッフの配置を支援。

※教員の負担軽減を図るための事業として実施。各自治体において明確な成果目標を設定し、

効果の検証を含めて実施するものに対し、補助を行う。

・実施主体：都道府県・指定都市

・負担割合：国１／３，都道府県・指定都市２／３
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（３）中学校における部活動指導員の配置 1,302百万円（504百万円）
適切な練習時間や休養日の設定など部活動の適正化を進めている教育

委員会を対象※１に、中学校等における部活動指導員※２の配置を支援。
＜指導する部活動に係る専門的な知識・技能を有する人材＞

(4,500人→12,000人)
※１ 「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を遵守するとともに、教員の負

担軽減の状況を適切に把握するなど、一定の要件を満たす学校設置者に対して支援を行う。

※２ 学校教育法施行規則第78条の２に該当する者

※３ 中学校等は、公立の中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程、特別

支援学校の中学部

※４ スポーツだけでなく、文化、科学等に関する部活動についても対象

・実施主体：学校設置者(主に市町村)

・負担割合：国１／３,都道府県１／３,市町村１／３

(指定都市にあっては国１／３,指定都市２／３)

○特別支援教育専門家の配置（切れ目ない支援体制整備充実事業の内数）

〔補助率１／３〕【後掲】 1,480百万円（1,340百万円）

〔補助事業者：都道府県、市区町村、学校法人〕

・医療的ケアが必要な児童生徒のための看護師や理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士等の外部専門家の配置（2,148人）

≪関連施策≫

・いじめ問題等の解決に向けた外部専門家活用事業
・スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの常勤化に向けた
調査研究

・学校司書養成講習会

◆学校現場における業務の適正化
○学校現場における業務改善加速事業 121百万円(104百万円)

教員の長時間勤務を見直すことで、教員自らが意欲と能力を最大限発揮で
きる環境を整備し、ひいては学校教育の質を向上させるため、国・教育委員
会（都道府県・市町村）・学校が有機的に連携し、一体的・総合的に業務改
善を推進する取組を実施する。
・業務改善加速のための実践研究
（業務改善に集中的に取り組むモデル自治体等において、各学校における勤
務時間管理の徹底をはじめ、教員の業務の見直し、意識改革のための研修
等、業務改善の取組を強力に推進）

・業務改善アドバイザーの派遣
・長時間勤務是正に向けた普及・啓発 等
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制
の
強
化

(事
務
職
員

) 

■
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の
対
応

・
貧
困
等
に
起
因
す
る
学
力
課
題
の
解
消

・
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
実
現
に
向
け
た
学
校
の
指
導
体
制
の
基
盤
整
備
（
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
等
）

・
統
合
校
・
小
規
模
校
へ
の
支
援

■
平
成

2
9
年
の
義
務
標
準
法
改
正
に
伴
う
基
礎
定
数
化
関
連

（
通
級
に
よ
る
指
導
、
日
本
語
指
導
、
初
任
者
研
修
）
の
定
数
の
増
減

○
基
礎
定
数
の
改
善
：

2
4
6
人
増

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
な
推
進

2
0
19
年
度
要
求
・要
望
額
：
７
８
億
円
（１
７
億
円
増
）

・
保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
・
促
進
、
及
び
持
続
可
能
な
推
進
体
制
の
構
築

・
組
織
的
で
安
定
的
に
継
続
で
き
る
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
の
整
備
と
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
の
配
置

・
放
課
後
子
供
教
室
や
地
域
未
来
塾
と
い
っ
た
、
幅
広
い
地
域
住
民
・
団
体
等
の
参
画
に
よ
り
行
わ
れ
る
様
々
な
個
別
の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
総
合
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

（
2
0
1
9
年
度
概
算
要
求
）
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新
学

習
指

導
要

領
の

円
滑

な
実

施
と

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
の

た
め

の
指

導
・
運

営
体

制
の

構
築

（
～

2
0

2
6

年
度

ま
で

の
8

ヵ
年

計
画

）

2
0
1
9
年
度
要
求
・
要
望
額

1
兆

5
,2

0
0
億
円

(前
年
度
予
算
額

1
兆

5
,2

2
8
億
円

)

学
校
現
場
を
取
り
巻
く
課
題
が
複
雑
・
困

難
化
し
て
い
る
状
況
の
中
、
新
し
い
学
習

指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
や
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
学
校
の
指

導
・
運
営
体
制
の
効
果
的
な
強
化
・
充

実
を
図
る
。

・
教
職
員
定
数
の
改
善

＋
5
6
億
円
（
＋

2
,6

1
5
人
）

・
基
礎
定
数
化
に
伴
う
当
然
増

＋
5
億
円
（
＋

2
4
6
人
）

・
教
職
員
定
数
の
自
然
減

▲
6
2
億
円
（
▲

2
,8

7
2
人
）

・
教
員
給
与
の
見
直
し

＋
1
億
円

・
教
職
員
の
若
返
り
等
に
よ
る
給
与
減

▲
2
8
億
円

義
務

教
育

費
国

庫
負

担
金

:2
0

1
9

年
度

要
求

額
１

兆
5

,2
0

0
億

円
（

対
前

年
度

▲
2

8
億

円
）

教
職

員
定

数
の

改
善

2
,6

1
5

人
≪

1
8

,9
1

0
人

≫

今
後

の
教

職
員

定
数

の
見

通
し

「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
を
踏
ま
え
、
少
子
化
の
進
展
、
学
校
の
規
模
適
正
化
の
動
向
、

学
校
の
課
題
に
関
す
る
客
観
的
デ
ー
タ
、
実
証
研
究
の
進
展
、
地
方
自
治
体
の
政
策
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
た
予
算
の
裏
付
け
の
あ
る
教
職
員
定
数
の
中
期
見
通
し
を
策
定

≪
≫
内
は

2
0
2
6
年
度
ま
で
の
改
善
予
定
数

（
参
考
）
被
災
し
た
児
童
生
徒
に
対
す
る

心
の
ケ
ア
や
学
習
支
援
の
た
め
、
教
職
員

定
数
（
7
8
4
人
）
を
別
途
要
求
(1
8
億
円
)

【
復
興
特
別
会
計
】

※
 

厳
し
い

財
政
状

況
を
勘
案

し
、
真

に
必
要

性
の
高

い
事

項
に

限
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
民

に
追

加
的

な
財

政
負

担
を

求
め
な

い
よ
う

に
最
大

限
努
め

る
。

(2
0
19

要
求
は

▲
2
8億

円
の

要
求

)

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
2

,0
0

0
人

≪
1

5
,9

7
5

人
≫

１
．

学
校

の
指

導
体

制
の

充
実

－
教

員
の

持
ち

コ
マ

数
軽

減
に

よ
る

教
育

の
質

の
向

上
－

①
小

学
校

専
科

指
導

の
充

実
1

,0
0

0
人

≪
3

,0
0

0
人

≫
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
小
学
校
外
国
語
教
育
の
授
業
時
数
増
（小
3
～
6：
週
1コ
マ
相
当
）に

対
応
し
、
質
の
高
い
英
語
教
育
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
専
科
指
導
教
員
の
確
保

②
中

学
校

生
徒

指
導

体
制

の
強

化
5

0
0

人
≪

4
,0

5
0

人
≫

生
徒
指
導
専
任
の
教
員
を
充
実
し
、
授
業
準
備
等
の
充
実
を
図
る

２
．

学
校

の
運

営
体

制
の

強
化

①
学

校
総

務
・
財

務
業

務
の

軽
減

の
た

め
の

共
同

学
校

事
務

体
制

強
化

(事
務

職
員

)
4

0
0

人
≪

8
,3

2
5

人
≫

②
主

幹
教

諭
の

配
置

充
実

に
よ

る
学

校
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
機

能
強

化
1

0
0

人
≪

6
0

0
人

≫

複
雑

化
・
困

難
化

す
る

教
育

課
題

へ
の

対
応

【再
掲

を
含

む
】

1
,1

1
5

人
≪

 6
,9

8
5

人
≫

①
い

じ
め

・
不

登
校

等
の

未
然

防
止

・
早

期
対

応
等

の
強

化
【再

掲
】5

0
0

人
≪

4
,0

5
0

人
≫

②
貧

困
等

に
起

因
す

る
学

力
課

題
の

解
消

5
0

0
人

≪
7

5
0

人
≫

③
「チ

ー
ム

学
校

」の
実

現
に

向
け

た
学

校
の

指
導

体
制

の
基

盤
整

備
・
養

護
教

諭
・
栄

養
教

諭
等

4
0

人
≪

1
,3

1
0

人
≫

④
統

合
校

・
小

規
模

校
へ

の
支

援
7

5
人

≪
8

7
5

人
≫

※
上
記
の
他
、
平
成

2
9
(2

0
1
7
)年

の
義

務
標
準
法
改
正
に
伴
う
基
礎
定
数
化
関

連
の
教
職
員
定
数
の
増
減
が
発
生
す
る
。

2
0
1
9
年
度
に
お
け
る
内
訳
は
右
記
の
と

お
り
。

区
分

2
0
1
9
～

2
0
2
6

う
ち

2
0
1
9

定
数

改
善

(
a

)
1
8
,9

1
0

2
,6

1
5

基
礎

化
関

連
当

然
増

(
b

)
3
,0

9
1

2
4
6

小
計

(a
＋

b
)

2
2
,0

0
1

2
,8

6
1

自
然

減
(

c
)

▲
3
0
,3

2
0

▲
2
,8

7
2

差
し
引
き
増
減
（

a
＋

b
＋

c
）

▲
8
,3

1
9

▲
1
1

①
管
理
職
手
当
の
改
善

(校
長
、
副
校
長
・教

頭
の
支
給
率
改
善

) 
  

  
  

  
  

  
②
部
活
動
手
当
の
支
給
要
件
の
見
直
し

(土
日

4
時
間
程
度
を
土
日

3
時
間
程
度
に
見
直
し

)

教
員

給
与

の
見

直
し

・通
級
に
よ
る
指
導

3
4
8
人

・日
本
語
指
導

6
8
人

・初
任
者
研
修

7
2
人

・自
然
減
等

▲
2
4
2
人

計
2
4
6
人

13



※
教

師
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
の

事
業

と
し
て

実
施

。
各

自
治

体
に

お
い

て
明

確
な

成
果

目
標

を
設

定
し
、

効
果

の
検

証
を

含
め

て
実

施
す

る
も
の

に
対

し
、

補
助

を
行

う
。

「
チ
ー
ム
学
校
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、
教
師
と
多
様
な
人
材
の
連
携
に
よ
り
、
学
校
教
育
活
動
の
充
実
と
「
働
き
方
改
革
」
を
実
現

学
校
生
活
適
応
へ
の
支
援

•
不
登
校
・
中
途
退
学
へ
の
対
応

•
い
じ
め
へ
の
対
応

多
彩
な
人
材
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
に
参
画
す
る
取
組
を
支
援

児
童
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

•
補
習
や
発
展
的
な
学
習
へ
の
対
応

•
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
学
力
向
上
へ
の

取
組

進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

•
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援

•
就
職
支
援

学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
支
援

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

2
0
1
9
年
度
概
算
要
求
額
：
3
1
億
円
(対
前
年
度
同
額
)

＜
7
,7
0
0
人
＞

2
0
1
9
年
度
概
算
要
求
額
：
1
7
億
円
（
+
5
億
円
）
＜
3
,0
0
0
人
→
4
,0
0
0
人
＞

•
校
長
経
験
者
に
よ
る
若
手
教
員
へ
の

授
業
指
導

•
子
供
の
体
験
活
動
の
実
施
へ
の
支
援

そ
の
他
(教
師
の
指
導
力
向
上
等
)

公
立
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
実
施
す
る
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
非
常
勤
）
の
配
置
に
要
す
る
費
用
の
1
/3
以
内
を
補
助

○
教
員
サ
ポ
ー
ト
【
拡
充
】
＜
3
,0
0
0
人
→
3
,6
0
0
人
＞

教
師
が
よ
り
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に

注
力
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
の
印
刷
な
ど
を
教
師
に
代
わ
っ
て

行
う
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
支
援
。

(卒
業
生
の
保
護
者
な
ど
)

【
当
該
分
野
に
知
見
の
あ
る
人
材
】

(退
職
教
職
員
や
教
師
志
望
の
大
学
生
な
ど
)

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置

【
指
導
す
る
部
活
動
に
係
る
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
材
】

適
切
な
練
習
時
間
や
休
養
日
の
設
定
な
ど
部
活
動
の
適
正
化
を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会
を
対

象
※
１
に
部
活
動
指
導
員

※
２
の
配
置
を
支
援
。
【拡

充
】
（
1
,5
0
0
校
→
4
,0
0
0
校
）

2
0
1
9
年
度
概
算
要
求
額
：
1
3
億
円
(+
8
億
円
)＜
4
,5
0
0
人
→
1
2
,0
0
0
人
＞

（
実
施
主
体
）
学
校
設
置
者
（
主
に
市
町
村
）

（
負
担
割
合
）
国
1
/3
、
都
道
府
県
1
/3
、
市
町
村
1
/3

（
指
定
都
市
：
国
１
/３

、
指
定
都
市
２
/３

）

（
実
施
主
体
）
都
道
府
県
・指

定
都
市

（
負
担
割
合
）
国
1
/3
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
2
/3

※
1 

「運
動

部
活

動
の

在
り
方

に
関

す
る

総
合

的
な

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

」を
遵

守
す

る
と

と
も
に

、
教

師
の

負
担

軽
減

の
状

況
を

適
切

に
把

握
す

る
な

ど
、

一
定

の
要

件
を

満
た

す
学

校
設

置
者

に
対

し
て

支
援

を
行

う
。

※
2 

学
校

教
育

法
施

行
規

則
第

78
条

の
2に

該
当

す
る

者

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
あ
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
実
現
す
る
た
め
、
教
師

に
加
え
て
学
校
教
育
活
動
を
支
援
す
る
人
材
の
配
置
を
支
援
。

○
副
校
長
・教

頭
サ
ポ
ー
ト
【新

規
】
＜
4
0
0
人
＞

副
校
長
・教

頭
が
学
校
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
注
力
で

き
る
よ
う
、
勤
怠
管
理
や
調
査
報
告
、
施
設
管
理
、
電

話
・来

客
対
応
等
の
副
校
長
・教

頭
の
業
務
の
一
部

を
補
助
す
る
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
支
援
。

（
実
施
主
体
）
都
道
府
県
・指

定
都
市

（
負
担
割
合
）
国
1
/3
、
都
道
府
県
・指

定
都
市
2
/3

【
地
域
の
人
材
】

多
彩
な
人
材
の
参
画
に
よ
る
学
校
の
教
育
力
向
上

～
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
～

2
0
1
9
年
度
要
求
・
要
望
額
6
1
億
円

(前
年
度
予
算
額

4
8
億
円
)

(元
教
職
員
、
行
政
・
企
業
事
務
経
験
者
な
ど
)
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③
貧
困
・虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

１
，
５
０
０
校
（
1
,0
0
0
校
）

④
不
登
校
支
援
の
た
め
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

２
５
０
箇
所
（2
5
0
箇
所
）

①
小
中
学
校
の
た
め
の
配
置

１
０
，
０
０
０
人
（
７
，
５
０
０
人
）

②
貧
困
・
虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

１
，
５
０
０
人
（
１
，
０
０
０
人
）

③
高
等
学
校
の
た
め
の
配
置

４
７
人
（
４
７
人
）

④
質
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｖ
配
置

４
７
人
（
４
７
人
）

＜
家
庭
＞

＜
教
育
委
員
会
等
＞

＜
福
祉
関
連
機
関
＞

[目
標
]平
成
3
1
年
度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
全
て
の
中
学
校
区

（
約
１
万
人
）
に
配
置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
）

（
ひ
と
り
親
家
庭
・多
子
世
帯
等
自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

平
成
3
1
年
度
概
算
要
求
額
4
,8
7
3
百
万
円

（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
4
,5
6
9
百
万
円
）
補
助
率
：１
/
3

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

平
成
3
1
年
度
概
算
要
求
額
1
,9
7
8
百
万
円

（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
1
,4
8
4
百
万
円
）
補
助
率
：１
/
3

連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組

※
支
援
が
必
要
な
学
校
に
弾
力
的
に
派
遣
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
教
育
委
員
会
配
置
方
式
も
推
進
。

①
全
公
立
小
学
校
に
対
す
る
配
置
１
７
，
５
０
０
校
（１
６
，
７
０
０
校
）

②
全
公
立
中
学
校
に
対
す
る
配
置
１
０
，
０
０
０
校
（１
０
，
０
０
０
校
）

[目
標
]平
成
3
1
年
度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
公
立
小
中
学
校

(2
7
,5
0
0
校
）に
配
置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
）

（
ひ
と
り
親
家
庭
・多
子
世
帯
等
自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

平
成

31
年
度

:2
7,

50
0校

平
成

31
年
度

:1
0,

00
0人

※
（

）は
前
年
度

＜
学
校
・教
職
員
（
養
護
教
諭
等
）＞

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：
児
童
生
徒
の
心
理
に
関
し
て
高
度
に
専
門
的
な
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
者
（
臨
床
心
理
士
等
）

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
6
5
条
の
２

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
小
学
校
に
お
け
る
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事
す
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
：福
祉
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・技
術
を
有
す
る
と
と
も

に
、
過
去
に
教
育
や
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
、
活
動
経
験
の
実
績
等
が
あ
る
者
（社
会
福

祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
）

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
6
5
条
の
３

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
小
学
校
に
お
け
る
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事
す
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実
20
19
年
度
要
求
・要
望
額
6,
85
1百
万
円

（
前
年
度
予
算
額
6,
05
3百
万
円
)

15



い
じめ
防
止
等
対
策
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究

課
題

○
国
は
、
困
難
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て
相
談
で
き
る
弁
護
士
等
、
多
様
な
人
材
に
よ
る
支
援
体
制
を
構

築
す
る
。
【
い
じ
め
の
問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
第
一
次
提
言
）
（
平
成
2
5
年
2
月
2
6
日
教
育
再
生

実
行
会
議
決
定
）
】

○
い
じ
め
の
防
止
の
た
め
に
は
、
い
じ
め
に
向
か
わ
な
い
態
度
・
能
力
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め
の
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
考
え
、
議
論
す
る

こ
と
に
よ
り
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
践
的
な
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
【
い

じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
平
成
2
5
年
1
0
月
1
1
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
（
平
成
2
9
年
3

月
1
4
日
最
終
改
定
）
）
】

○
家
庭
と
の
対
応
の
関
係
で
保
護
者
等
か
ら
の
過
剰
な
苦
情
や
不
当
な
要
求
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

場
合
や
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
問
題
に
関
し
て
法
的
側
面
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
な
場
合
に
つ
い

て
、
学
校
が
組
織
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
支
援
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
法

的
相
談
を
受
け
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
等
の
専
門
家
の
配
置
を
進
め
る
。
【
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
関
す
る
緊
急
対
策
（
平
成
2
9
年
1
2
月
2
6
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
）
】

背
景
説
明

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士

が
、
そ
の
専
門
的
知
識
・
経
験
に

基
づ
き
、
学
校
に
お
い
て
法
的
側

面
か
ら
の
い
じ
め
予
防
教
育
を
行

う
と
と
も
に
、
い
じ
め
な
ど
の
諸

課
題
の
効
率
的
な
解
決
に
も
資
す

る
、
学
校
に
お
け
る
相
談
体
制
の

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施

す
る
。

目
的
・目
標

事
業
内
容
1

調
査
研
究
結
果
の
分
析
・検
証
・周
知
、施
策
へ
の
反
映
を
通
じて
、い
じめ
の
防
止
、

校
務
の
効
率
化
・負
担
軽
減
を
図
る
。

法
的
側
面
か
らの
い
じめ
の
予
防
教
育

弁
護
士
が
、
実
例
（
裁
判
例
等
）
を
示
し
な
が
ら
、

人
権
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
や
い
じ
め
の
法
律
上
の

扱
い
（
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
や
、
不
法

行
為
に
該
当
し
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
し
得
る
こ
と

等
）
に
つ
い
て
教
え
る
授
業
モ
デ
ル
の
構
築
や
実
践

的
な
教
材
の
開
発
を
行
う
。

事
業
内
容
２

学
校
に
お
け
る
法
的
相
談
へ
の
対
応

学
校
が
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ

い
て
弁
護
士
に
相
談
し
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
や
、
弁
護
士
に
よ
る
教
員
向
け
の
研

修
会
を
受
け
る
こ
と
等
が
、
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
の
効
率
的
な
解
決
に
資
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
証
を
行
う
。

事
業
内
容
３

法
令
に
基
づ
く対
応
の
徹
底

学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

等
に
基
づ
い
て
、
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
が
徹

底
さ
れ
て
い
る
か
を
弁
護
士
が
法
的
側
面
か
ら

確
認
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。

20
19
年
度
要
求
・要
望
額
１
０
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

１
０
百
万
円
)

期
待
され
る
効
果
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学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
改
善
加
速
事
業

2
0
1
9
年
度
要
求
・
要
望
額

１
２
１
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

１
０
４
百
万
円
)

■
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
緊
急
対
策
（
平
成
2
9
年
1
2
月
2
6
日
文
部
科
学
省
）
や
学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
等
に
係
る
取
組
の
徹
底
に

関
す
る
通
知
（
平
成
3
0
年
2
月
9
日
付
）
等
を
踏
ま
え
、
教
員
自
ら
の
意
欲
と
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
勤
務
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

業
務
改
善
の
取
組
を
一
体
的
・
総
合
的
に
推
進
。

■
自
治
体
の
業
務
改
善
ポ
リ
シ
ー
の
策
定

■
業
務
改
善
の
取
組
の
実
施

・
教
員
の
行
う
業
務
の
明
確
化
（
事
務
職
員
や
他

の
ス
タ
ッ
フ
等
と
の
連
携
・
分
担
等
）

・
部
活
動
に
関
す
る
休
養
日
の
明
確
な
設
定

・
時
間
管
理
の
徹
底
、
研
修
の
実
施

等

市
町
村
と
連
携
し
、
小
中
学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
を
促
進
。
重
点
モ
デ
ル
地
域
の
成
果
を
県
下
に
波
及
。

都
道
府
県
・
政
令
市

■
重
点
モ
デ
ル
地
域
に
対
す
る
教
職
員
や
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
等
の
配
置

■
県
と
し
て
の
業
務
改
善
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
指
導
助
言

■
管
理
職
等
の
意
識
改
革
の
た
め
の
研
修
の
実
施

■
取
組
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

成
果
の
県
下
全
域
へ
の
発
信

■
勤
務
状
況
の
改
善
の
成
果
を
分
析

勤
務
時
間
（
総
勤
務
時
間
や
事
務
作
業
・

部
活
動
に
関
す
る
時
間
等
）
や
負
担
感
の

変
化
、
創
出
し
た
時
間
に
よ
る
教
育
面
で

の
効
果
な
ど
の
成
果
を
分
析

■
成
果
を
挙
げ
た
Ｇ
Ｐ
を
管
下
全
域
に
波
及

重
点
モ
デ
ル
地
域
：
市
町
村
（
政
令
市
含
む
）

外
部
専
門
家
に
よ
る
分
析
・
助
言

業
務
改
善
に
集
中
的
に
取
り
組
む
重
点
モ
デ
ル
地
域
を
指
定
し
、
業
務
改
善
の
加
速
に
つ
い
て
の
実
践
研
究
を
実
施
。
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や

成
果
を
分
析
し
、
全
国
に
発
信
し
普
及
。

文
部
科
学
省

エ
ビ
デ
ン
ス

と
し
て
蓄
積

業
務
改
善
加
速
の
た
め
の
実
践
研
究
事
業
の
実
施

※
国
立
・
私
立
学
校
も
対
象

長
時
間
勤
務
是
正
の
た
め
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
、

全
国
的
な
気
運
を
醸
成

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
各
種
広
報
媒
体
等
に
よ
る
普
及
啓
発

・
実
践
事
例
集
の
作
成

等

■
研
究
機
関
等
に
よ
る
業
務
改
善
の
推
進
に
資
す

る
基
礎
的
調
査
研
究
を
実
施

長
時
間
勤
務
是
正
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

業
務
改
善
の
基
礎
的
調
査
研
究
の
実
施

■
業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に
よ
る

指
導
助
言

■
先
進
モ
デ
ル
の
横
展
開

■
業
務
改
善
の
取
組
の
継
続
し
た
フ
ォ
ロ
ー

業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
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Ⅰ
. 
学

校
指

導
・
運

営
体

制
の

効
果

的
な

強
化

・
充

実

●
学
校
の
指
導
体
制
の
充
実
－
教
師
の
持
ち
コ
マ
数
軽
減
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
－

▶
小
学
校
専
科
指
導
の
充
実

（
英
語
教
育
の
早
期
化
・
教
科
化
に
伴
う
、
一
定
の
英
語
力
を
有
し
、

質
の
高
い
英
語
教
育
を
行
う
専
科
指
導
教
員
の
充
実
（
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
）
）

・
・
・
＋
1
,0
0
0
人

▶
中
学
校
生
徒
指
導
体
制
の
強
化

・
・
・

＋
5
0
0
人

●
学
校
の
運
営
体
制
の
強
化
－
校
長
・副
校
長
・教
頭
等
の
事
務
関
係
業
務
の
軽
減
－

▶
学
校
総
務
・
財
務
業
務
の
軽
減
の
た
め
の
共
同
学
校
事
務
体
制
強
化

（
事
務
職
員
）

・
・
・

＋
4
0
0
人

▶
主
幹
教
諭
の
配
置
充
実
に
よ
る
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化

・
・
・

＋
1
0
0
人

※
教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の
対
応
分
を
含
め
、
合
計
で
＋
2
,6
1
5
人
の
改
善
。

Ⅱ
. 
教

員
以

外
の

専
門

ス
タ

ッ
フ

・
外

部
人

材
の

活
用

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
促
進

・
・
・
6
8
.5
億
円
【
S
C
:2
7
,5
0
0
校

(+
8
0
0
校
)】

【
S
S
W
:1
0
,0
0
0
人

(+
2
,5
0
0
人
)】

●
ス
ク
ー
ル
・サ
ポ
ー
ト
・ス
タ
ッ
フ
の
配
置

・
・
・
1
7
億
円
【
教
員
サ
ポ
ー
ト

:3
,6
0
0
人

(+
6
0
0
人
)】

※
学
習
プ
リ
ン
ト
等
の
印
刷
業
務
、
授
業
準
備
の
補
助
等
、
教
師
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

【
副
校
長
・
教
頭
サ
ポ
ー
ト

:4
0
0
人

（
新
規
）
】

勤
怠
管
理
や
調
査
報
告
、
施
設
管
理
、
電
話
来
客
対
応
等
の
副
校
長
・
教
頭
の
業
務
の
一
部
の
サ
ポ
ー
ト

●
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置

・
・
・
1
3
億
円
【
1
2
,0
0
0
人

(+
7
,5
0
0
人
)】

●
理
科
の
観
察
・実
験
の
支
援
等
を
行
う
観
察
実
験
補
助
員
の
配
置
促
進

・
・
・
2
.9
億
円
【
3
,1
0
0
校
】

●
い
じ
め
防
止
等
対
策
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究

・
・
・
0
.1
億
円

Ⅲ
. 
学

校
が

担
う

べ
き

業
務

の
効

率
化

及
び

精
選

●
学
校
現
場
の
業
務
改
善
を
加
速
す
る
た
め
の
実
践
研
究
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

・
・
・
1
.2
億
円

●
都
道
府
県
単
位
で
の
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進

・
・
・
3
.1
億
円

●
地
域
と
学
校
の
連
携
・協
働
を
通
じ
た
、
登
下
校
等
の
見
守
り
活
動
の
充
実

・
・
・
1
.2
億
円

新
学

習
指

導
要

領
の

円
滑

な
実

施
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２．教育課程の充実

(前 年 度 予 算 額 2,461百万円）
2019年度要求・要望額 2,911百万円

１．要 旨

これからの時代に求められる資質・能力を育成する観点から、学習指導要領の

改訂を踏まえ、「社会に開かれた教育課程」を実現するため、教員の資質・能力

向上方策とも連携しながら、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニン

グ）の視点からの学習・指導方法の改善やカリキュラム・マネジメントの推進な

ど新学習指導要領の趣旨の周知・徹底、基礎学力定着に向けた取組、理数教育の

充実、現代的な課題に対応するための取組などを推進し、初等中等教育の教育課

程の充実を図る。

２．内 容

○学習指導要領等の趣旨徹底等及び新学習指導要領の円滑な実施に向けた取組の推進

203百万円(258百万円)

学習指導要領の改訂を踏まえ、「社会に開かれた教育課程」を実現するため、主

体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法

の改善やカリキュラム・マネジメントの推進など新学習指導要領の趣旨の周知・徹

底を図る。

○基礎学力に課題を抱える児童生徒への支援の充実 30百万円（ 新 規 ）

読解力をはじめとする基礎学力をすべての児童生徒が確実に習得できるよう、義

務教育段階の早い時期から適切な支援を行うなど、基礎学力に課題を抱える児童生

徒に対する効果的な取組等について調査研究を実施する。

○次代を見据えた教育課程・指導方法等に関する先導的研究開発

84百万円（69百万円）

今後の教育課程の基準の改善等に資する実証的資料を得るため、現行の学習指導

要領等によらない教育課程の編成・実施を認める研究開発学校を指定し、新しい教

育課程、指導方法等についての研究開発を実施する。

○理数教育の充実のための総合的な支援等 2,291百万円(1,891百万円)

観察、実験の充実を図るため、理科観察実験アシスタントの配置支援や、理科教

育振興法に基づいた、観察、実験に係る理科設備の整備充実を行う。

○現代的課題に対応した教育の充実等 130百万円(113百万円)

現代的な課題に対応した資質・能力を子供たちに育むため、環境教育や放射線教

育等の充実を図るための取組等を実施する。

【（参考：復興特別会計）放射線副読本の普及（58百万円）】
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○特別支援学校学習指導要領等の趣旨徹底等及び学習・指導方法の改善・充実【後掲】

146百万円(104百万円)

教科書等の作成や新学習指導要領の周知・徹底等を着実に実施するとともに、改

訂を踏まえた特別支援学校における学習・指導方法の改善・充実を図るための実践

研究等を行う。

○幼稚園教育課程の理解の推進【後掲】 26百万円(26百万円)

新幼稚園教育要領について、各幼稚園が適切な教育課程を編成、実施する上での

参考資料を作成するとともに、指導上の諸課題等に関して中央及び都道府県におい

て研究協議会を行う。
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３．情報教育・外国語教育の充実

(前 年 度 予 算 額 2,247百万円）
2019年度要求・要望額 3,808百万円

１．要 旨

新学習指導要領を踏まえた「情報活用能力」の育成、特に小学校プログラミン

グ教育の円滑な実施や情報モラル教育の充実に向けた取組を推進する。また、児

童生徒の学びの維持・充実を図るため、遠隔教育システムの導入促進に係る実証

事業など、教育の情報化を推進する。さらに、小・中・高等学校を通じた英語教

育強化のための条件整備等を行うとともに、グローバル人材育成のため、高等学

校等における質の高いカリキュラムの開発・実践を支援する。

２．内 容

（１）次世代の教育情報化推進事業 128百万円( 108百万円)

新学習指導要領の趣旨を踏まえ、全ての学習の基盤となる「情報活用能力」の

育成に向けた教科等横断的で体系的なカリキュラム・マネジメントや、ＩＣＴの

効果的な活用の事例の創出・普及を目指す。また、必修となった小学校プログラ

ミング教育の円滑な実施に向け、指導事例の創出・普及や教員研修用教材の開発

等を実施する。さらに、新学習指導要領に対応した高等学校情報科担当教員の研

修用教材の開発を行う。

（２）情報モラル教育推進事業 63百万円( 20百万円)

携帯電話・スマートフォンやＳＮＳが子供たちにも急速に普及し、それらの利

用に伴う犯罪被害等が生じている中で、児童生徒に情報モラルを身に付けさせる

ことが一層重要となっていることから、指導資料の改善・充実や児童生徒向け啓

発資料の作成・配布等により、新学習指導要領の下での情報モラル教育の充実を

図る。

（３）遠隔教育システム導入実証研究事業 52百万円( 52百万円)

多様性ある学習環境や専門性の高い授業の実現等、児童生徒の学びの質の向上

を図るため、遠隔教育システムの導入促進に係る実証事業を行う。

（４）統合型校務支援システム導入実証研究事業（再掲） 311百万円( 311百万円)

教員の業務負担軽減及びそれを通じた教育の質の向上を図る観点から、学校に

おける校務の情報化を効率的に進めるため、都道府県単位での統合型校務支援シ

ステムの共同調達・運用の促進に係る実証事業を行う。

（５）次世代学校支援モデル構築事業 119百万円( 119百万円)

児童生徒が学習用コンピュータ等を活用した際の学習履歴等と、教員が校務事

務で入力したデータ等を連携・活用して、学びを可視化することを通じ、教員に

よる学習指導や生徒指導等の質の向上、学級・学校運営の改善等を図ることを目
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的とした実証研究を行う。（総務省と連携）

（６）ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業 78百万円( 29百万円)

ＩＣＴ環境の整備・充実等を図る取組を支援するため、「ＩＣＴ活用教育アドバ

イザー」の自治体への派遣を行うとともに、児童生徒の情報活用能力の把握や学

校におけるＩＣＴ活用の健康面への影響に関する調査研究を実施し、その成果を

全国の教育関係者に普及することにより、自治体における教育の情報化の推進を

支援する。

（７）教育用コンテンツ奨励事業 13百万円( 13百万円)

教育に利用される映像等の教育用コンテンツについて、教育上価値が高く、学

校教育及び社会教育に広く利用されることが適当と認められるものを選定し、広

く一般に普及・奨励を図る。

（８）学校における未来型教育テクノロジーの効果的な活用に向けた開発・実証研究

事業（後掲） 700百万円( 新 規 )

「公正に個別最適化された学び」等の実現に向け、学校現場と企業等との協働

により、学校教育において効果的に活用できる未来型教育テクノロジーの開発・

実証を行う。

（９）先端技術を活用した幼児教育分野の実証研究（後掲） 50百万円( 新 規 )

Society5.0時代の先端技術の活用を通じて、園内環境や幼児行動、教師の働き

かけ等を総合的・多角的に捕捉・可視化し、幼児の豊かな行動を引き出す環境の

構築や教師による適切な指導を支援するための取組を推進する。

（10）デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究 36百万円( 14百万円)

デジタル教科書の制度化に伴い、その使用による教育上の効果・影響を把握・

検証するための実証研究を行う。

（11）小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業等 1,185百万円( 737百万円)

小・中・高等学校を通じた英語教育の強化のため、新学習指導要領の全面実施

に向けた教材配布等の条件整備、生徒の発信力強化のための指導力向上事業や民

間機関と連携した効果的なＩＣＴ活用促進事業等を行う。

・新たな外国語教育に対応した条件整備事業

・中学校・高等学校における英語教育の抜本的改善のための指導方法等に

関する実証研究

・生徒の発信力強化のための英語指導力向上事業

・小学校外国語教科化に対応した外部人材活用促進等のための講習の実施

・グローバル化に対応した外国語教育推進事業

・民間機関を活用した小学校英語の効果的な指導法等の開発及び成果普及

事業

・英語４技能育成のためのICT活用普及促進事業(新規)
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（12）スーパーグローバルハイスクール 506百万円( 843百万円)

質の高いカリキュラム開発・実践を支援するとともに、引き続き事業検証を実

施し、成果の普及を図る。

・指定校数：67校

・事業検証の実施

（13）ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業（再掲）

167百万円( 新 規 )

これまでのスーパーグローバルハイスクール(ＳＧＨ)などの取組の実績を活用

し、高等学校等と国内外の大学、企業、国際機関等が共同し、高校生へより高度

な学びを提供する仕組みを構築するとともに、テーマ等を通じた高校生国際会議

の開催等や高等学校のアドバンスト・ラーニングネットワークの形成により、Ｗ

ＷＬ(ワールド・ワイド・ラーニング)コンソーシアムにおける拠点校を目指した

取組を実施。 (拠点校数：10校程度)。

（14）地域との協働による高等学校教育改革推進事業（再掲）

400百万円( 新 規 )

新高等学校学習指導要領を踏まえ、Society5.0を地域から分厚く支える人材の

育成に向けた教育改革を推進するため、「経済財政運営と改革の基本方針2018」や

「まち・ひと・しごと創生基本方針2018」に基づき、高等学校が自治体、高等教

育機関、産業界等と協働してコンソーシアムを構築し、地域課題の解決等の探究

的な学びを実現する取組を推進することで、地域振興の核としての高等学校の機

能強化を図る。
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る
実
践
研
究
を
通
じ
た
優
れ
た

事
例
及
び
モ
デ
ル
の
創
出
を
目
指
す

①
情
報
活
用
能
力
を
育
む
教
科
横
断
的
で
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
例
（
G
P
）
の

創
出

②
「主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（

ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
実
現
す
る
IC
T
を
効
果
的
に
活
用

し
た
指
導
事
例
（
G
P
）
の
創
出

○
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支
援
推
進
事
業

小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
指
導
事
例
の
創
出
・
普
及

や
研
修
充
実
の
た
め
の
教
材
開
発
等
を
実
施

①
全
国
の
小
学
校
に
お
い
て
参
考
と
な
る
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
指
導
事
例
（
G
P
）
の
創
出
と
普
及

②
各
小
学
校
の
校
内
研
修
に
お
い
て
活
用
で
き
る
教
員
研
修
用
教
材
（
映
像
教
材
や
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
教
材
）
を
発
展
・
充
実

③
地
域
の
研
修
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
教
員
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

○
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
高
等
学
校
情
報
科
担
当
教
員
の
指
導
力
向
上

情
報
科
担
当
教
員
を
対
象
と
し
た
都
道
府
県
等
の
研
修
で
も
活
用

で
き
る
教
員
研
修
用
教
材
の
作
成
・
配
布

全
国
の
小
・中
・高
等
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
「情
報

活
用
能
力
」
の
育
成
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
優
れ
た
指
導
事
例
の
創
出
・
普
及
や
教
員
研
修
用
教
材
の
開
発
等
の

支
援
策
を
講
じ
る
。

と
り
わ
け
、
新
た
に
必
修
化
さ
れ
た
小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

趣
旨

新
学
習
指
導
要
領

（小
学
校
学
習
指
導
要
領
、
中
学
校
学
習
指
導
要

領
平
成

29
年

3月
31
日
公
示
、
高
等
学
校
学
習

指
導
要
領
平
成

30
年

3月
30
日
公
示
）

➢
「
情
報
活
用
能
力
」
を
「学
習
の
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
」と
位
置
付
け
、
「教
科
横
断
的
な
視

点
か
ら
教
育
課
程
の
編
成
を
図
」
り
、
育
成
し

て
い
く

➢
「コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
の
情
報
手
段
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活

動
の
充
実
を
図
る
」

➢
小
学
校
に
お
い
て
は
、
「児
童
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
体
験
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意
図
し

た
処
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
論
理
的

思
考
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
学
習
活
動
」
を

、
「各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
」、
「計
画
的

に
実
施
す
る
」

➢
高
等
学
校
情
報
科
に
つ
い
て
は
、
共
通
必
履

修
科
目
「情
報
Ⅰ
」を
新
設
し
、
全
て
の
生
徒

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
む
）や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
礎

等
に
つ
い
て
学
ぶ
よ
う
改
訂
・充
実
す
る
。

➢
発
展
的
な
内
容
の
「
情
報
Ⅱ
」
を
新
設
し
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計
等
に

つ
い
て
取
り
扱
う

小
学
校

2
0

2
0
年
度
か
ら
全
面
実
施

中
学
校

2
0

2
1
年
度
か
ら
全
面
実
施

高
等
学
校

2
0

2
2
年
度
か
ら
学
年
進
行
で
実
施

未
来
投
資
戦
略

2
0

1
8【
抜
粋
】

（平
成

30
年

6
月

1
5日
閣
議
決
定
）

・
平
成

3
2

 年
度
か
ら
全
て
の
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
来
年
度
か
ら
教
員
が
教

材
や
指
導
方
法
等
に
習
熟
で
き
る
よ
う
、
未
来
の
学
び
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
等
に
よ
り
、
全
国
の
教
育
委
員
会
や
学

校
、
企
業
等
と
協
働
し
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
な

が
ら
教
材
開
発
や
教
員
研
修
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
。

・
A

I 活
用
の
た
め
の
基
礎
的
な
素
養
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
（
略
）
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
全
国
の
学
校
現
場
で

着
実
に
実
現
す
る
。
こ
の
た
め
、

e 
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ
る
効

果
的
な
教
員
の
研
修
や
教
材
の
充
実
、
外
部
人
材
の
活
用

等
に
取
り
組
む
。

「未
来
の
学
び
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」と
連
携

・創
出
さ
れ
た
指
導
事
例
等
を
全
国
の
小
学
校
へ
の
情
報
提
供
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
て

発
信
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の

最
新
の
情
報
技
術
の
知
識
や
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
指
導

方
法
等
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
の

計
画
的
な
実
施
を
支
援

正
三
角
形
を
正
し
く
か
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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情
報
モ
ラ
ル
教
育
推
進
事
業

２
０

１
９

年
度

要
求

・
要

望
額

6
3
百

万
円

（
前

年
度

予
算

額
2
0
百

万
円

）

趣
旨

【
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
】

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
S
N
S
が
子
供
た
ち
に
も
急
速
に
普
及
す
る
中
で
、
児
童
生
徒
が
、
自
他
の
権
利
を
尊
重
し
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
と

と
も
に
、
犯
罪
被
害
を
含
む
危
険
を
回
避
し
、
情
報
を
正
し
く
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

指
導
資
料
の
改
善
・
充
実
や
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布
等
に
よ
り
、
学
校
段
階
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
等
に
応
じ
て
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
着

実
な
実
施
を
図
る
。

●
高

校
生

の
9
5
.9

％
、
中

学
生

の
5
8
.1

％
、
小

学
生

（
満

1
0
歳

以
上

）
の

2
9
.9

％
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ
ン

を
所

有

高
校

生
の

7
4
.2

％
、
中

学
生

の
5
6
.7

％
、

小
学

生
の

3
3
.4

％
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

を

１
日

（
平

日
）

に
２

時
間

以
上

利
用

(内
閣

府
「
平

成
2
9
年

度
青

少
年

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

環
境

実
態

調
査

」
）

●
S
N

S
等

で
被

害
に

あ
っ
た

子
供

の
数

は
増

加
傾

向
が

継
続

し
、
平

成
2
9
年

度
に

1
,8

1
3
人

で
過

去
最

多

（
警

察
庁

「
平

成
2
9
年

度
に

お
け

る
S
N

S
等

に
起

因
す

る
被

害
児

童
の

現
状

と
対

策
に

つ
い

て
」
）

●
若

年
層

が
不

正
ア

ク
セ

ス
等

の
加

害
者

と
な

る
事

案
も

発
生

【
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
】

●
新

学
習

指
導

要
領

に
お

い
て

も
従

前
に

引
き

続
き

情
報

モ
ラ

ル
の

育
成

を
重

視

●
学

習
指

導
要

領
解

説
に

お
い

て
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

に
伴

う
犯

罪
被

害
の

防
止

の
必

要
性

や
、
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

て
情

報
や

情
報

技
術

の
特

性
に

つ
い

て
の

理
解

に
基

づ
く
情

報
モ

ラ
ル

を
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と
を

強
調

１
．
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
に
係
る
指
導
資
料
の
改
善

〈
委

託
〉2
4
百
万
円

平
成
2
7
年
度
に
作
成
し
た
指
導
資
料
（
動
画
教
材
を
含
む
。
）
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
の
低
年
齢
化
、
最
新

の
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
内
容
の
改
善
・
充
実
を
図

る
。

主
な
改
善
点

•
 低

年
齢

層
(小

１
～

４
年

生
)に

対
応

し
た

指
導

資
料

や
動

画
教

材
を

作
成

•
 実

践
校

の
調

査
研

究
を

も
と
に

モ
デ

ル
指

導
案

等
を

作
成

•
 ネ

ッ
ト

依
存

・ネ
ッ
ト

被
害

や
S
N

S
等

に
お

け
る

ト
ラ

ブ
ル

に
係

る
内

容
の

充
実

、

そ
の

他
最

新
の

状
況

・動
向

の
反

映

２
．
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

〈委
託

〉3
0
百
万
円

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
S
N
S
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
を
作
成
・
配
布
す
る
。

３
．
情
報
モ
ラ
ル
教
育
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

〈
委

託
〉9
百
万
円

学
校
に
お
け
る
今
日
的
課
題
を
踏
ま
え
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
取
組
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、

教
員
等
を
対
象
と
し
た
実
践
等
を
含
め
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

【
S
N
S
等
に
起
因
す
る
犯
罪
被
害
の
防
止
】

●
座

間
市

に
お

け
る

事
件

を
ふ

ま
え

、
学

校
教

育
で

は
「
情

報
モ

ラ
ル

教
育

に
関

す
る

教
師

用
指

導
資

料
を

改
訂

し
配

布
す

る
と
と
も

に
、
児

童
生

徒
向

け
啓

発
資

料
を

作
成

す
る

な
ど
、
学

校
に

お
け

る
情

報
モ

ラ
ル

教
育

の
充

実
を

図
る

。
」

（
「
座

間
市

に
お

け
る

事
件

の
再

発
防

止
策

に
つ

い
て

」
平

成
2
9
年

1
2
月

1
9
日

座
間

市
に

お
け

る
事

件
の

再
発

防
止

に
関

す
る

関
係

閣
僚

会
議

【
抜

粋
】
）
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学
校
IC
T
環
境
整
備
促
進
実
証
研
究
事
業

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額

３
６
３
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

３
６
３
百
万
円
）

趣
旨

事
業

概
要

教
員
の
長
時
間
勤
務
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
「
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
効
率
的
な
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
学
校
に

お
け
る
校
務
の
情
報
化
を
通
じ
た
教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善
に
資
す
る
。

・
「統

合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
教
務
系
（
成
績
処
理
、
出
欠
管
理
、
時
数
管
理
等
）
、
保
健
系
（
健
康
診
断
票
、
保
健
室
来
室
管
理
等
）
、
学
籍
系
（
指
導
要
録
等
）
、
学
校
事
務
系
な
ど
を

統
合
し
た
機
能
を
有
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
い
う
。

・
「
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
導
入
に
よ
る
勤
務
時
間
減
効
果
：
大
阪
市
（
2
6
年
度
）
2
2
4
時
間
/年

（
ク
ラ
ス
担
任
）
，
北
海
道
（
2
7
年
度
）
：
1
1
7
時
間
/年

ま
た
、
多
様
性
の
あ
る
学
習
や
専
門
性
の
高
い
授
業
の
実
現
等
、
質
の
高
い
学
習
（
※
）
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
促
進
す
る
。

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
外
国
語
指
導
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
の
充
実
な
ど

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
及
び
そ
れ
を
通
じ
た
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
校
務
の
情
報
化
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
都
道
府
県
単
位
で
の
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
共
同
調
達
・運

用
の
促
進
に
係
る
実
証

事
業
を
行
う
。

１
．
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
研
究
事
業

〈
委
託
〉３

１
１
百
万
円

２
．
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
研
究
事
業

〈委
託
〉５

２
百
万
円

多
様
性
あ
る
学
習
環
境
や
専
門
性
の
高
い
授
業
の
実
現
等
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
遠
隔
教
育

シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
に
係
る
実
証
事
業
を
行
う
。

複
数
の
市
区
町
村
が
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用

＜
中
央
教
育
審
議
会
特
別
部
会

中
間
ま
と
め
＞

【
H
2
9
.1
2
.2
2
】

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
（
略
）
業
務
の
電
子
化
に

よ
る
効
率
化
な
ど
を
図
る
（
略
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
都
道
府
県
と

域
内
の
市
区
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
、
都
道
府
県
単
位
で
の
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
共
同
調
達
・
運
用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

＜
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画

答
申
＞

【H
3
0
.3
.8
】

○
校
務
の
IC
T
化
に
よ
る
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
及
び
教
育
の
質
の
向
上

・
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
効
果
的
な
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
図
る
た
め
、
調
達
コ
ス
ト
及
び
運
用
コ
ス
ト
抑
制
に
向
け
、
都
道
府
県
単
位
で
の

共
同
調
達
・運

用
を
促
進
す
る
。

＜
規
制
改
革
実
施
計
画
＞

【
H
2
9
.6
.9
】

遠
隔
教
育
は
現
行
制
度
に
お
い
て
も
実
施
可
能
で
あ
る
が
、

教
育
の
一
層
の
質
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
そ
の
本
格
的
推
進
に

つ
い
て
、
幅
広
い
視
点
か
ら
施
策
方
針
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

学
校
関
係
者
等
へ
の
周
知
そ
の
他
必
要
な
方
策
を
講
ず
る
。

遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム

27



次
世
代
学
校
支
援
モ
デ
ル
構
築
事
業

２
０
１
９
年
度
要
求
・
要
望
額

１
１
９
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

１
１
９
百
万
円
)

事
業

概
要

児
童
生
徒
が
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
際
の
学
習
履
歴
等
と
、
教
員
が
校
務
事
務
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
等
を
連
携
・
活
用
し
て
、
学
び
を
可
視
化
す
る
こ
と
を
通

じ
、
教
員
に
よ
る
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
等
の
質
の
向
上
、
学
級
・
学
校
運
営
の
改
善
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
実
証
研
究
を
行
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
在
り
方
の
検
討

や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
学
校
運
営
等
の
有
効
性
等
を
検
証
す
る
。

背
景

・
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
、
学
習
内
容
を
確
実
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
IC
T
を
活
用
し
て
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

・
一
方
で
、
日
々
の
学
習
記
録
等
は
紙
で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に
向
け
た
、
学
校
全
体
で
の
デ
ー
タ
の
共
有
や
有
効
活
用
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

⇒
教
員
に
よ
る
学
習
指
導
・
生
徒
指
導
等
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

※
本
事
業
は
総
務
省
と
連
携
し
て
実
施
（
文
部
科
学
省
は
学
校
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
方
策
等
に
つ
い
て
検
証
し
、
総
務
省
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
要
件
等
の
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
検
証
）

※
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
想
定

（
同
シ
ス
テ
ム
は
、
教
務
系
（
成
績
処
理
、
出
欠
管
理
、
時
数
管
理
等
）
、
保
健
系
（
健
康
診
断
票
、
保
健
室
来
室
管
理
等
）
、
学
籍
系
（
指
導
要
録
等
）
、
学
校
事
務
系
な
ど
を
統
合
し
た
機
能
を
有
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
い
う
。
）

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
学
習
指
導
・
生
徒
指
導
の
質
の
向
上
、
学
級
・
学
校
運
営
の
改
善
等
を
実
現

（
学
習
記
録
デ
ー
タ
等
の
可
視
化
・共

有
・分

析
等
を
行
い
、
「児

童
生
徒
自
身
の
振
り
返
り
」、
「学

級
・教

科
担
任
の
個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
の
実
現
」、

「
学
校
全
体
の
運
営
改
善
」、
「
教
育
委
員
会
に
お
け
る
政
策
立
案
」等

に
活
用
）

実
証
校
に

お
け
る

ね
ら
い

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
学
校
運
営
等
の
手
法
・
効
果
を
ま
と
め
、
各
教
育
委
員
会
及
び
学
校
へ
展
開

実
証
成
果
の

普
及

セ
キ
ュ
ア
な
環
境
下
で
分
析
デ
ー
タ
を
表
示
し
、

教
員
が
日
々
の
学
習
指
導
・生

徒
指
導
に
活
用

学
校
運
営
支
援

評
価
の
蓄
積

ｶ
ﾘ
ｷ
ｭ
ﾗ
ﾑ

ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

指
導
力
強
化

〇
一
人
一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
環
境
に
よ
る
学
習
記
録
デ
ー
タ
の
活
用

個
に
応
じ
た
学
び

日
々
の
記
録

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

学
級
運
営
支
援

〇
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
指
導
力
向
上
や
学
び
の
質
の
向
上

〇
教
員
の
経
験
に
基
づ
く
学
校
運
営
か
ら
デ
ー
タ
に
基
づ
く学

校
運
営
へ
転
換

振
り
返
り

授
業
準
備

授
業

保
存
・記

録

校
務
系
と
授
業
・学

習
系

シ
ス
テ
ム
の
連
携
に
よ
る

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

事
務
・学

習
記
録
デ
ー
タ

校
務
系

シ
ス
テ
ム

教
材
デ
ー
タ
・学

習
記
録
デ
ー
タ

授
業
・
学
習
系

シ
ス
テ
ム
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IC
T
を
活
用
し
た
教
育
推
進
自
治
体
応
援
事
業

２
０
１
９
年
度
要
求
・
要
望
額

７
８
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

２
９
百
万
円
）

背
景

課
題

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
取
組
に
地
域
間
で
差
異

が
生
じ
て
い
る
た
め
、
自
治
体
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
う
こ
と
が
重
要
。

背
景

目
的

１
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

（
委
託
事
業
：
平
成
2
7
年
度
よ
り
実
施
）

【
３
０
地
域
へ
派
遣
】

※
H
2
7
：3
1
地
域
、
H
28
：
4
6
地
域
、
H
29
：
4
8
地
域
、
H
3
0：
30
地
域

２
．
教
育
の
情
報
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
促
進
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上
等
を
目
指
す

１
．
「Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
派
遣
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
・充

実
等
を
図
る
取
組
を
支
援

２
．
情
報
活
用
能
力
調
査
や
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
健
康
面
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
成
果
を
全
国
の
教
育
関
係
者
に
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
推
進
を
支
援

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」を
派
遣

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
計
画
や
ＩＣ
Ｔ
環
境
整
備
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て

の
留
意
事
項
等
の
助
言
を
実
施
。

事
例
を
集
約
し
、
教
育
委
員
会
担
当
者
の
参
考
と
な
る
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
全
国
の
自
治
体
へ
配
布
。

ＩＣ
Ｔ
環
境
整
備
計
画
の
策
定
等
、
自
治
体
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
推
進
の

契
機
と
な
る
。

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
把
握
に
関
す
る
調
査
研
究

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
（情

報
及
び
情
報
活
用
技
術
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
活
用
し
、
問
題
解
決
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力
）
を
客
観
的
に

測
定
し
、
我
が
国
に
お
け
る
情
報
活
用
能
力
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
研
究
を
実
施
。

IC
T
活
用
に
よ
る
健
康
面
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究

学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
等
の
情
報
機
器
の
使
用
に
よ
る
、
児
童
生

徒
の
健
康
面
へ
の
影
響
及
び
そ
の
対
応
策
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
。

○
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
20
18
年
度
～
2
0
2
2年
度
）

５
．
教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る

目
標
（１
７
）
IC
T
利
活
用
の
た
め
の
基
盤
の
整
備

初
等
中
等
教
育
段
階
に
つ
い
て
、
①
必
要
な
情
報
を
収
集
・
判
断
・
表
現
・
処
理
・創
造
し
、
受
け
手
の
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
て
発
信
・伝
達
で
き
る
能
力
（
情
報
活
用
能
力
）
の
育
成
お
よ
び
こ
れ
を
支
え
る
IC
T
の
基

本
的
な
操
作
ス
キ
ル
の
習
得
（中
略
）に
取
り
組
む
。

（参
考
指
標
）
・児

童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
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審
査
体
制
等

審
査
対
象

申
請
作
品
の
対
象
別
、
教
科
別
の
分
類

選
定
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て

審
査
件
数
等
に
つ
い
て

（件
数
）

申
請
作
品
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
に
よ
る
審
査
会
が
、
教
育
映
像
等
審
査
規
程
に
定
め
る
審
査
基
準
に
照
ら
し
て
審
査
実
施
し
、
教
育
上
価
値
が
高
い

と
認
め
ら
れ
た
作
品
を
「
文
部
科
学
省
選
定
」又

は
「
文
部
科
学
省
特
別
選
定
」（

特
に
優
れ
た
も
の
）
と
し
て
選
定
。
最
終
的
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
が

選
定
の
可
否
を
決
定
。

審
査
体
制

教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
奨
励
事
業

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額

１
３
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

１
３
百
万
円
)

平
成
２
６
年
度

平
成
２
７
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
２
９
年
度

審
査
数

選
定
数

特
選
数

審
査
数

選
定
数

特
選
数

審
査
数

選
定
数

特
選
数

審
査
数

選
定
数

特
選
数

16
1

88
9

12
9

81
11

1
2
2

79
12

11
6

68
17

事
業
内
容

教
育
に
利
用
さ
れ
る
映
像
等
の
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
及
び
教
育
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
教
育
上
価
値
が
高
く
、
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
広
く利

用
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
選
定
し
、
広
く一

般
に
普
及
・
奨
励
を
図
る
。

審
査
対
象
は
映
画
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
映
像
教
材
、
紙
芝
居
及
び
教
育
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
。

学
校
教
育
教
材
・・
・幼

稚
園
、
小
学
校
（
低
、
中
、
高
学
年
）
、
中
学
校
、
高
等
学
校
向
き

社
会
教
育
教
材
・・
・幼

児
、
少
年
、
青
年
、
成
人
向
き

一
般
劇
映
画
等
・・
・幼

児
、
少
年
、
青
年
、
成
人
向
き
、
家
庭
向
き

「文
部
科
学
省
選
定
」
又
は
「文
部
科
学
省
特
別
選
定
」と
な
っ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
毎
月
そ
の
題
名
・内
容
等
を
ま
と
め
た
「選
定
一
覧
」を
文
部

科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
選
定
さ
れ
た
旨
の
掲
載
を
許
可
。

申
請

審
査
会
（
有
識
者
）

大
臣
の
決
定

選
定
又
は

特
別
選
定

審
査
の
流
れ
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・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
使
用
に
よ
る
教
育
上
の
効
果
・
影
響
等
に
つ
い
て
、
平
成
3
0
年
度
に
策
定
予
定
の
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効

果
的
な
活
用
の
在
り
方
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
証
研
究
を
行
う
。

・
実
証
研
究
に
お
い
て
は
、
教
科
や
学
校
種
等
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
効
果
・
影
響
等
に
つ
い
て
調
査
・
分
析

を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
・
影
響
等
に
関
す
る
実
証
研
究

背
景

課
題

・
平
成
3
1
年
度
か
ら
、
必
要
に
応
じ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
紙
の

教
科
書
に
代
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
使
用
が
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
の
効
果
・
影

響
を
持
ち
得
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
段
階
的
に
そ
の
導
入
を
進
め
る
。

・
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
使
用
に
よ
る
教
育
上
の
効
果
・
影

響
等
を
把
握
・
検
証
し
、
そ
の
成
果
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

背
景

・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
的
な
活
用
の
在
り
方
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
善
に
向
け
た
検
討
や
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
在
り
方
の

検
討
に
資
す
る
。

・
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
や

障
害
等
に
よ
り
教
科
書
を
使
用
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
困
難
な
児

童
生
徒
の
学
習
上
の
支
援
に
資
す
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

活
用
の
普
及
。

目
的

事
業

内
容

①
学
力

②
学
習
態
度

③
教
師
・児

童
生
徒
の
意
識

④
健
康
面
の
影
響

等

主
な
研
究
内
容

実
施

体
制

文 部 科 学 省
委

託

実
証
方
法
の
策
定
・分

析
・評

価
、

実
証
校
へ
の
研
究
者
派
遣
等

実
証
研
究
委
員
会

測
定
指
標
等
検
討
委
員
会

研
究
者
と
連
携
し
て
実
証
研
究
を
実
施

実
証
研
究
校

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額
3
6
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
1
4
百
万
円
)

有
識
者
会
議
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小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
英
語
教
育
強
化
事
業

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額

1
,1
8
5
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

7
3
7
百
万
円
)

背
景

課
題

「
教
育
再
生
実
行
会
議
第
三
次
提
言
」
（
平
成
2
5
年
5
月
2
8
日
）
、
文
部
科
学
省
が
提
言
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
改
革
実
行
計
画
」
（
平
成
2
5
年
1
2
月
）
等
を
踏
ま
え
実

施
し
て
き
た
本
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
2
9
年
3
月
及
び
平
成
3
0
年
３
月
に
公
示
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
、
「
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
（
平
成
3
0
年
６
月
1
5
日
）
等
を
踏
ま
え
、
外
国
語
教

育
の
更
な
る
強
化
を
図
る
。

事
業
概
要
と
背
景

○
新
た
な
外
国
語
教
育
に
対
応
し
た
条
件
整
備
事
業

3
0
2
百
万
円
（
3
1
6
百
万
円
）

○
小
学
校
外
国
語
教
科
化
に
対
応
し
た
外
部
人
材
活
用
促
進
等

の
た
め
の
講
習
の
実
施

1
0
1
百
万
円
（
7
0
百
万
円
）

○
民
間
機
関
を
活
用
し
た
小
学
校
英
語
の
効
果
的
な
指
導
法
等

の
開
発
及
び
成
果
普
及
事
業

2
7
百
万
円
（
3
0
百
万
円
）

○
英
語
４
技
能
育
成
の
た
め
の
IC
T
活
用
普
及
促
進
事
業

2
5
0
百
万
円

【新
規
】

○
生
徒
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
英
語
指
導
力
向
上

事
業

4
6
5
百
万
円

（
2
7
7
百
万
円
）

○
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
抜
本
的
改
善
の
た
め
の
指
導
方
法
等

に
関
す
る
実
証
研
究 3
2
百
万
円
（
3
5
百
万
円
）

先
進
的
な
指
導
・評
価
方
法
、

IC
T
教
材
、

A
L
T
の
活
用
等
、
授
業
実
践
を
通
じ
た
エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス
の
実
証
研
究
を
実
施
し
、
指
導
改

善
に
活
用
す
る
。

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
外
国

語
教
育
推
進
事
業
7
百
万
円
(8
百
万
円
）

英
語
以
外
の
外
国
語
に
つ
い
て
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
の

開
発
等
を
実
施
。
（英
語
以
外
の
外
国
語
：中
、

韓
・朝
、
仏
、
独
、
西
、
露
等
）

民
間
機
関
や
外
部
人
材
の
活
用

に
よ
る
英
語
教
育
強
化

教
師
の
指
導
力
向
上
や
条
件

整
備
に
よ
る
英
語
教
育
強
化

特
別
免
許
状
等
を
利
用
し
た
外
部
人
材
の
活
用
促
進
の
た
め
、
外
部
人
材

に
よ
る
質
の
高
い
指
導
が
可
能
と
な
る
講
習
の
実
施
を
大
学
等
に
委
託
。

小
学
校
教
員
の
中
学
校
英
語
免
許
状
取
得
を
促
進
。

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
民
間
機
関
を
活
用
し
、
国

が
作
成
し
た
新
教
材
及
び

IC
T
教
材
を
使
用
し
た
効
果
的
な
指
導
法
等
の
開

発
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
。

先
進
的
な
取
組
支
援
・成
果

普
及
に
よ
る
英
語
教
育
強
化

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
全
面
実
施
に
向
け
て
、
自
治
体
が
民
間
機
関
と
連

携
し
、
効
果
的
な

IC
T
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
実
態
に
適
し
た
様
々

な
事
例
を
創
出
し
、
全
国
各
地
に
普
及
す
る
。

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
期
間
中
に
指
導
内
容
が
追
加

さ
れ
る
中
学
校
英
語
に
つ
い
て
、
教
科
書
に
準
拠
し
た
補
助
教

材
を
作
成
し
、
生
徒
に
配
布
す
る
。
ま
た
、
小
学
校
３
・４
年
生
で

使
用
す
る
教
材
の
整
備
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
実
施
す
る
。

中
・高
等
学
校
の
生
徒
の
英
語
の
発
信
力
向
上
の
た
め
、
英

語
科
教
師
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・オ
フ
ラ
イ
ン
を
融
合
し
た
研

修
を
実
施
し
、
教
師
の
英
語
指
導
力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
。

20
18
年
度

( 
H

30
 )

20
19
年
度

( 
H

31
)

20
20
年
度

( 
H

32
 )

20
21
年
度

( 
H

33
 )

20
22
年
度

( 
H

34
 )

小
・中
学
校
移
行
措
置
・
先
行

実
施

小
・中
学
校
移
行
措
置
・先
行

実
施

小
学
校
全
面
実
施

中
学
校
移
行
措
置
先
行
実
施

高
等
学
校
先
行
実
施

中
学
校
全
面
実
施

高
等
学
校
先
行
実
施

高
等
学
校
学
年
進
行
で
実
施

新
学
習
指
導
要
領
全

面
実
施
に
向
け
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル ○
生
徒
の
英
語
力
、
教
師
の
英
語
指
導
力
向
上
➡
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
➡
更
な
る
生
徒
の
英
語
力
向
上

・
・
・・

・・
・

・
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ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

2
0
1
9
年
度
要
求
・
要
望
額
：

5
0
5
,8

6
4
千
円

（
前
年
度
予
算
額
：

8
4
3
,0

3
5
千
円
）

背
景

目
的

事
業
概
要


グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
を
発
見
・解
決
し
、
様
々
な
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
（
国
際
機
関
職
員
、
社
会
起
業
家
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
者
、
政
治
家
、
研
究
者
等
）
の
輩
出


急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
現
状
を

踏
ま
え
、
社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
と
深
い

教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決

力
等
の
国
際
的
素
養
を
身
に
付
け
、
将
来
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

を
高
等
学
校
段
階
か
ら
育
成
す
る
。

実
施
体
制


国
際
化
を
進
め
る
国
内
の
大
学
の
ほ
か
、
企
業
、
国
際
機
関
等
と
連
携
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
を

発
見
・解

決
し
、
様
々
な
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
高
等
学
校
等
を

「ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」に
指
定
し
、
質
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
・実

践
す
る
。


委
託
事
業
：
委
託
先
（
都
道
府
県
市
教
育
委
員
会
、
国
立
大
学
法
人
、
学
校
法
人
）


対
象
学
校
：
国
公
私
立
高
等
学
校
及
び
中
高
一
貫
教
育
校
（
中
等
教
育
学
校
、
併
設
型
及
び
連
携
型
中
学
校
・
高
等
学
校
）


指
定
期
間
：
原
則
５
年
間


指
定
校
数
：
継
続
校

6
7
校
（

2
0
1
5
年
度
指
定

5
6
校
、

2
0
1
6
年
度
指
定

1
1
校
：
国

8
校
・
公

3
9
校
・
私

2
0
校
）

文 部 科 学 省

委 託
管 理 機 関 （ 教 育 委 員 会 等 ）

・
学
校
の

指
定

（
5 年 間
）

・
指
導

・
助
言

・
評
価

・
支
援

連
携

✓
探
究
学
習
の
指
導
方
法

✓
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

✓
国
際
理
解
教
育

✓
海
外
研
修
ノ
ウ
ハ
ウ

✓
海
外
姉
妹
校
締
結
ノ
ウ
ハ
ウ

等


他
の
高
等
学
校
や

小
・
中
高
校
へ
成
果
を
普
及


人
材
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

取
組

✓
英
語
等
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｾ
ﾞ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
、
論
文
作
成
、
探
究
型
学
習
、
成
果
発
表
会
等
の
実
施

✓
企
業
や
海
外
の
高
校
・
大
学
等
と
連
携
し
た
国
内
外
研
修

✓
英
語
等
で
指
導
す
る
帰
国
・
外
国
人
教
員
等
の
派
遣
や
、
外
国
人
留
学
生
に
よ
る
英
語
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

成
果

出
所
：

S
G

H
事
業
検
証
に
関
す
る
有
識
者
会
議
中
間
ま
と
め
（

2
0
1
8
年

7
月

2
5
日
）
よ
り

＊
学
校
法
人
産
業
能
率
大
学
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
に
よ
る
「
第

7
回
新
入
社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
調
査
」
h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

a
n
n
o
.a

c
.j

p
/r

e
se

a
rc

h
/g

lo
b
a
l2

0
1
7
.h

tm
l

①
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
「課

題
研
究
に
関
す
る
国
外
研
修
参
加
者
数
」
は
、
S
G

H
が
開
始
さ
れ
た

2
0
1
4
年
度
か
ら
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

②
「
S
G

H
受
講
生
の
卒
業
時
の

C
E
F
R

 B
1
～

B
2
レ
ベ
ル
」（

英
検

2
級

~
準

1
級
程
度
）
は
、
S
G

H
開
始
時
か
ら
1
3
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
、

非
受
講
生
と
の
差
異
は
、
1
1
ポ
イ
ン
ト
か
ら

2
4
ポ
イ
ン
ト
へ
と
２
倍
以
上
に
拡
大
し
て
い
る
。

③
「将

来
留
学
や
国
際
キ
ャ
リ
ア
を
め
ざ
す
生
徒
の
比
率
」に
つ
い
て
、
S
G

H
受
講
生
は
６
割
に
達
す
る
（
「日

本
企
業
の
新
入
社
員
の

海
外
赴
任
希
望
者
の

4
割

＊
（

2
0
1
7
）
」を
反
転
す
る
高
比
率
）
の
に
対
し
、
非
受
講
生
は
、
４
割
弱
で
あ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

逆
行
し
た
漸
減
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

2
9

3
0

2
5

2
3

2
2

2
5

3
6

3
4

4
1

4
9

H
24

H
25

H
26

H
27

H
2
8

H
29

非
受
講
生

受
講
生

35
2
4

30

5
1

7
0

7
7

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

27
34

38
3
8

37
36

58
5
6

58
60

H
24

H
25

H
26

H
2
7

H
28

H
29

非
受
講
生

受
講
生

①
課
題
研
究
に
関
す
る
国
外
研
修
参
加
平
均
人
数

②
卒
業
時
生
徒
の

C
E
F
R

 B
1
～

B
2
レ
ベ
ル
比
率
（
％
）

③
将
来
留
学
・
国
際
キ
ャ
リ
ア
を
め
ざ
す
比
率
（
％
）

・国
内
外
の
大
学

・企
業

・国
際
機
関

（
O

E
C

D
, 

U
N

E
S
C

O
等
）

・非
営
利
団
体
等

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7
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４．道徳教育の充実

(前 年 度 予 算 額 3,524百万円）
2019年度要求・要望額 4,218百万円

１．要 旨

2015年３月に、道徳教育に係る学習指導要領等の一部改正を行い、これまでの

小・中学校における道徳の時間を教育課程上、「特別の教科 道徳」（以下「道徳

科」という。）と新たに位置付けるとともに、いじめの問題への対応の充実や発

達の段階をより一層踏まえた体系的なものとする観点からの内容の改善、問題解

決的な学習を取り入れるなどの指導方法の工夫を図ることなどを示した。また、

高等学校の道徳教育においても、2018年３月に公示した高等学校学習指導要領に

おいて充実を図った。

本改正は、道徳教育について「考える道徳」、「議論する道徳」へと質的に転換

を図るものであり、これらを踏まえた道徳の指導が着実に実施されるよう、改正

学習指導要領の趣旨を生かした効果的な指導や評価、推進体制を構築するため研

究協議会の開催等を通じた教員の指導力向上を図る。さらに、「親子道徳の日」

といった学校・家庭・地域の連携による道徳教育の取組の支援等を行う。

２．内 容

○ 道徳教育の抜本的改善・充実等 4,218百万円(3,524百万円)

（１）道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援

小・中学校における道徳科及び高等学校における道徳教育の効果的な指導方

法や、道徳科の評価及び推進体制等に係る指導主事・教員等の研究協議会を開

催するとともに、地域教材等の活用による地域の特色を生かした道徳教育の実

践・普及、「親子道徳の日」といった家庭・地域との連携を強化する取組など

を支援する。

（２）道徳教育アーカイブの整備

道徳科の趣旨やねらいを踏まえた効果的な指導方法や評価方法について、現

在、各学校等で取り組まれている好事例や優れた教材を収集・集約・発信する

ための機能を有した「道徳教育アーカイブ」の充実を図る。

（３）道徳科の教科書の無償給与

小学校及び中学校の道徳科の教科書を無償給与する。

34



道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・充
実

20
19
年
度
要
求
・要
望
額
4,
21
8百

万
円

(前
年
度
予
算
額

3,
52
4百

万
円
)

背
景背
景

１
．
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・
充
実
に
係
る
支
援

①
特
色
あ
る
道
徳
教
育
の
取
組
の
支
援

小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
特
別
の
教
科

道
徳
」

（
道
徳
科
）
及
び
高
等
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の

効
果
的
な
指
導
方
法
や
、
道
徳
科
の
評
価
及
び
推
進

体
制
等
に
係
る
指
導
主
事
・
教
員
等
の
研
究
協
議
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
教
材
等
の
活
用
に
よ

る
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
・
普

及
､
｢
親
子
道
徳
の
日
｣
と
い
っ
た
家
庭
･
地
域
と
の
連

携
を
強
化
す
る
取
組
な
ど
を
支
援
す
る
。

2
0
1
8
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校
及
び
2
0
1
9
年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校
の
道
徳
科
の
教
科
書
を
無
償
給
与
す
る
。

２
．
道
徳
科
の
教
科
書
の
無
償
給
与
（
小
・
中
学
校
分
）

②
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備

道
徳
科
の
趣
旨
や
ね
ら
い
を
踏
ま
え
た
効
果
的

な
指
導
方
法
や
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
現
在
、
各

学
校
等
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
好
事
例
や
優
れ
た

教
材
を
収
集
・
集
約
・
発
信
す
る
機
能
を
有
し
た

「
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
充
実
を
図
る
。

③
社
会
全
体
の
機
運
の
醸
成

社
会
全
体
に
対
し
て
「
考
え
、
議
論
す
る
道

徳
」
の
趣
旨
や
内
容
の
理
解
を
広
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
社
会
全
体
で
子
供
た

ち
の
道
徳
性
を
育
む
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
取
組
を
実
施
す
る
。

2
0
1
3
年
2
月
教
育
再
生
実
行
会
議
「
い
じ
め
問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（第
一
次
提
言
）
」

－
い
じ
め
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
向
け
た
道
徳
教
育
の
抜
本
的
な
充
実
を
提
言

1
2
月
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
－
「特
別
の
教
科
道
徳
」
（
仮
称
）
の
設
置
等
に
つ
い
て
提
言

2
0
1
4
年
2
月
中
央
教
育
審
議
会
に
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
」諮
問

1
0
月
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
」答
申

－
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
（
仮
称
）
に
係
る
学
習
指
導
要
領
の
具
体
的
な
在
り
方
等
に
つ
い
て
提
言

2
0
1
5
年
3
月
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
等
（
2
0
1
5年
度
か
ら
内
容
の
一
部
又
は
全
部
を
先
行
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
。
）

2
0
1
8
年
3
月
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
公
示

2
0
1
8
年
4
月
小
学
校
に
お
い
て
「特
別
の
教
科
道
徳
」
が
全
面
実
施
※
教
科
書
の
無
償
給
与
開
始

2
0
1
9
年
4
月
中
学
校
に
お
い
て
「特
別
の
教
科
道
徳
」
が
全
面
実
施
※
教
科
書
の
無
償
給
与
開
始

高
等
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指
導
要
領
（
道
徳
教
育
関
係
）が
実
施
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５．いじめ・不登校対応等の推進

(前 年 度 予 算 額 6,397百万円）

2019年度要求・要望額 7,524百万円

１．要 旨

「ニッポン一億総活躍プラン 、教育再生実行会議 「いじめ防止対策推進」 、

法」及び「いじめの防止等のための基本的な方針」を踏まえ、いじめの未然

防止、早期発見・早期対応や相談体制の整備及びインターネット及びＳＮＳ

を通じて行われるいじめへの対応など、地方公共団体等にいじめ問題をはじ

めとする生徒指導上の諸課題への対応等のための支援体制を整備するほか、

専門スタッフの配置拡充等を図る。

また、平成２８年に成立した「義務教育の段階における普通教育に相当す

る教育の機会の確保等に関する法律」及び同法に基づき策定した基本指針を

踏まえ、不登校児童生徒等に対する教育機会の確保の推進のため、教育委員

会・学校、関係機関の連携等による不登校児童生徒へのきめ細かな支援体制

を整備するとともに、夜間中学の設置促進等を図る。

２．内 容

◆ 7,458百万円（ 百万円）いじめ対策・不登校支援等総合推進事業 6,360

外部専門家を活用した教育相談体制の整備・関係機関との連携強化等（１）

7,240百万円（ 百万円）6,144

①スクールカウンセラーの配置拡充〔補助率１／３〕

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕

（ ）・スクールカウンセラー配置の増(26,700校→27,500校 全公立小中学校へ配置)

【公立中学校：10,000校】

、 ）・通常配置(4,800校)に加え 小中連携型配置の拡充(3,600校→5,000校

による公立小中学校の相談体制の連携促進。

・生徒指導上、大きな課題を抱える公立中学校等においてスクールカウ

による週５日相談体制(200校)を実施。ンセラー

【公立小学校：17,500校】

・通常配置(7,500校)に加え、小中連携型配置の拡充(7,200校→10,000

校)による公立小中学校の相談体制の連携促進。

・貧困・虐待対策のための重点加配（1,000校→1,500校）

・教育支援センター（適応指導教室）の機能強化等、不登校支援のための

配置（250箇所） 等

※ 支援が必要な学校に弾力的に派遣できるよう、地域の実情に応じ、教育委員会への

配置も推進

[目標]平成31年度までに、スクールカウンセラーを全公立小中学校（27,500校）に配置

H31:27,500校（H30:26,700校） （ニッポン一億総活躍プラン）

（ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト）
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②スクールソーシャルワーカーの配置拡充〔補助率１／３〕

〔 、 、 〕補助事業者：都道府県 政令指定都市 中核市

・スクールソーシャルワーカー配置の増（7,500人→10,000人）

・高等学校のための配置（47人）

・貧困・虐待対策のための重点加配（1,000人→1,500人）

・スーパーバイザー（47人）の配置 等

[目標]平成31年度までに、スクールソーシャルワーカーを全ての中学校区（約1万人）に配置

H31:10,000人（H30:7,500人） （ニッポン一億総活躍プラン）

（ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト）

③２４時間子供ＳＯＳダイヤル

・いじめ等を含む子供のＳＯＳを受け止めるための通話料無料の電話相談の

実施

④幅広い外部専門家を活用していじめ問題等の解決に向けて調整、支援する

取組の促進等

〔補助率１／３〕・第三者的立場から調整・解決する取組（67地域）

〔補助率１／３〕・外部専門家を活用して学校を支援する取組（67地域）

・インターネットを通じたいじめ問題等に対応するための学校ネットパト

〔補助率１／３〕ロール等（5地域）への支援

・重大事態等発生時の指導助言体制の強化（現状把握や現地支援を行うため

の職員派遣）

⑤ＳＮＳ等を活用した相談事業〔補助率 定額〕

いじめを含め、様々な悩みを抱える児童生徒に対するＳＮＳ等を活用した

相談体制の構築を図る。

・相談体制構築のための立ち上げ・準備経費（5地域）

・相談の実証事業経費【新規 （30地域）】

（２）いじめ対策・不登校支援等推進事業 190百万円( 190百万円)

①自殺予防に対する効果的な取組に関する調査研究

②脳科学・精神医学・心理学等に関する研究と学校教育の連携による調査

研究

③いじめ防止等対策のためのスクールロイヤー活用に関する調査研究

④スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの常勤化に向けた

調査研究

⑤学校以外の場における教育機会の確保等に関する調査研究

等
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≪関連施策≫

○教職員定数の改善

（いじめ・不登校等の未然防止・早期対応等の対応強化 500人）

○道徳教育の抜本的改善・充実等

○教員研修の充実（ 独）教職員支援機構によるいじめの問題に関する指導（

者養成）

・ 独）教職員支援機構において、いじめの情報共有や組織的対応を柱と（

した指導者養成研修を実施

◆ 夜間中学における就学機会の提供推進 66百万円( 36百万円)

１２月に成立した教育機会確保法及び同法に基づく基本指針平成２８年

等を踏まえ、①夜間中学の設置促進、②既設の夜間中学における教育活動

の 、③夜間中学における多様な生徒の受け入れ拡大を図ること等によ充実

り、夜間中学における就学機会の提供を推進する。

（参考：復興特別会計）

◇緊急スクールカウンセラー等活用事業 2,392百万円( 2,450百万円)

被災した幼児児童生徒・教職員等の心のケアや、教職員・保護者等へ

の助言・援助、学校教育活動の復興支援、福祉関係機関との連携調整等

様々な課題に対応するため、スクールカウンセラー等を活用する経費を

支援。
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幅
広
い
外
部
専
門
家
を
活
用
し
て
い
じ
め
問
題
等
の
解
決

に
向
け
て
調
整
、
支
援
す
る
取
組
の
促
進
等

・
第
三
者
的
立
場
か
ら
調
整
・解

決
す
る
取
組
、
外
部
専
門
家
を
活
用

し
て
学
校
を
支
援
す
る
取
組
、
学
校
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
等
へ
の
支
援

・
重
大
事
態
等
発
生
時
の
指
導
助
言
体
制
の
強
化

（
現
状
調
査
や
現
地
支
援
を
行
う
た
め
職
員
を
派
遣
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業

・
い
じ
め
を
含
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
た
相
談
体
制
構
築
の
た
め
の
立
ち
上
げ
・準

備
経
費
を
支
援

（
5
箇
所
）
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
の
実
証
事
業
を

支
援
（
3
0
箇
所
）
す
る
。

い
じ
め
対
策
・不

登
校
支
援
等
総
合
推
進
事
業

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額
7
,4
5
8
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

6
,3
6
0
百
万
円
)

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
拡
充

・ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
の
増
（
2
6
,7
0
0
校
→
2
7
,5
0
0
校
）

・全
公
立
中
学
校
の
通
常
配
置
に
加
え
、
週
５
日
相
談
体
制
を
実
施

・全
公
立
小
学
校
の
通
常
配
置
に
加
え
、
小
中
連
携
型
配
置
の
拡
充
に
よ
る
公
立
小
中
学
校
の
相
談
体
制
の
連
携
促
進

・貧
困
対
策
・虐

待
対
策
の
た
め
の
重
点
加
配
（
1
,0
0
0
校
→
1
,5
0
0
校
）

・教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
機
能
強
化
等
、
不
登
校
支
援
の
た
め
の
配
置

・連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組
の
支
援

②
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡
充

・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
の
増
（
7
,5
0
0
人
→
1
0
,0
0
0
人
）

・高
等
学
校
の
た
め
の
配
置
（
4
7
人
）

・貧
困
対
策
・虐

待
対
策
の
た
め
の
重
点
加
配
（
1
,0
0
0
人
→
1
,5
0
0
人
）

・ｽ
ｰﾊ
ﾟｰ
ﾊﾞ
ｲｻ
ﾞｰ
（
4
7
人
）
の
配
置

・連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組
の
支
援

「ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」や
教
育
再
生
実
行
会
議
、
「い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」、
「い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」を
踏
ま
え
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・早

期
対
応
や
教
育

相
談
体
制
の
整
備
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
い
じ
め
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
支
援

体
制
を
整
備
す
る
ほ
か
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
充
実
等
を
図
る
。

ま
た
、
平
成
２
８
年
に
成
立
し
た
「義

務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」及

び
同
法
に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
指
針
を
踏
ま
え
、
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
す
る
教
育
機
会
の
確
保
の
推
進
の
た
め
、
教
育
委
員
会
・学

校
、
関
係
機
関
の
連
携
等
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。

■
早
期
発
見
・
早
期
対
応
（
外
部
専
門
家
を
活
用
し
た
教
育
相
談
体
制
の
整
備
・関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
等
）
7
,2
4
0
百
万
円
（
6
,1
4
4
百
万
円
）

【
目
標
】
平
成
3
1
年
度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

全
公
立
小
中
学
校
（
2
7
,5
0
0
校
）
に
配
置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
等
）

H
3
1
:2
7
,5
0
0
校

【
目
標
】
平
成
3
1
年
度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
全
中
学
校
区
（
約
１
万
人
）
に
配
置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
等
）

H
3
1
:1
0
,0
0
0
人

【い
じ
め
対
策
、
不
登
校
支
援
等
に
対
応
す
る
た
め
、
先
進
的
調
査
研
究
を
委
託
】

①
自
殺
予
防
に
対
す
る
効
果
的
な
取
組
に
関
す
る
調
査
研
究
（
２
箇
所
）

・子
供
の
自
殺
予
防
の
た
め
、
い
じ
め
被
害
の
相
談
率
の
低
い
高
校
生
に
対
し
、
S
C
に
よ
る
悉
皆
面
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ

た
「
S
O
S
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
」の
在
り
方
を
調
査
研
究

②
脳
科
学
・
精
神
医
学
・
心
理
学
等
に
関
す
る
研
究
と
学
校
教
育
の
連
携
に
よ
る
調
査
研
究
（
１
箇
所
）

・情
動
に
関
す
る
研
究
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
学
校
教
育
に
お
け
る
科
学
的
知
見
の
活
用
が
進
展
す
る
仕
組
み
作
り
に
向
け
た
調
査
研
究

③
学
校
教
育
に
お
け
る
長
期
宿
泊
体
験
活
動
の
導
入
促
進
に
関
す
る
調
査
研
究
（
１
箇
所
）

・学
校
教
育
に
お
け
る
長
期
宿
泊
体
験
活
動
の
導
入
促
進
の
た
め
、
学
校
の
参
考
と
な
る
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
の
た
め
の
調
査
研
究

④
い
じ
め
防
止
等
対
策
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
（
３
箇
所
）

・法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
が
、
そ
の
専
門
的
知
識
・経

験
に
基
づ
き
、
学
校
に
お
い
て
法
的
側
面
か
ら
の
い
じ
め
予
防
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
い
じ
め
な
ど
の

諸
課
題
の
効
率
的
な
解
決
に
も
資
す
る
、
学
校
に
お
け
る
相
談
体
制
の
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究

⑤
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化
に
向
け
た
調
査
研
究
（
１
箇
所
）

・学
校
教
育
法
等
に
お
い
て
S
C
及
び
S
S
W
が
正
規
の
職
員
と
し
て
規
定
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
チ
ー
ム
学
校
の
一
員
と
し
て
Ｓ
Ｃ
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
連
携
の
在
り
方

や
、
週
５
日
配
置
へ
向
け
た
働
き
方
及
び
学
校
・関

係
機
関
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
の
調
査
研
究

⑥
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
教
育
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
調
査
研
究
（
２
４
箇
所
）

・
教
育
委
員
会
や
学
校
を
中
心
に
、
関
係
者
間
の
連
携
の
下
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
外
で
の
様
々
な
学
習
を
き
め
細
か
に
支
援
す
る
体
制
の
整
備
に
向
け
た

実
践
研
究
及
び
不
登
校
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
民
間
団
体
の
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
等
に
関
す
る
調
査
研
究

■
い
じ
め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
推
進
事
業

1
9
0
百
万
円
（
1
9
0
百
万
円
）

①
教
職
員
定
数
の
改
善

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
実

現
の
た
め
の
指
導
・
運
営
体
制
の
構
築
に
向
け
、
教
職
員
定
数
を
改
善
。

そ
の
中
で
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
未
然
防
止
・
早
期
対
応
等
の
強
化
の

た
め
、
５
０
０
人
の
定
数
改
善
を
要
求
。

②
教
員
研
修
の
充
実

教
職
員
支
援
機
構
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
情
報
共
有
や

組
織
的
対
応
を
柱
と
し
た
指
導
者
養
成
研
修
の
実
施

③
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・充

実
等

教
育
委
員
会
等
が
行
う
研
修
や
地
域
教
材
の
作
成
へ
の
支
援
、

道
徳
科
の
教
科
書
の
無
償
給
与
（
小
・
中
学
校
）

等

④
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
の
推
進

児
童
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
農
山
漁
村
等
で
の
体
験
活
動
の
推
進

■
【
関
連
施
策
】
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③
貧
困
・虐

待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

１
，
５
０
０
校
（
1
,0
0
0
校
）

④
不
登
校
支
援
の
た
め
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

２
５
０
箇
所
（
2
5
0
箇
所
）

①
小
中
学
校
の
た
め
の
配
置

１
０
，
０
０
０
人
（７
，
５
０
０
人
）

②
貧
困
・虐

待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

１
，
５
０
０
人
（１
，
０
０
０
人
）

③
高
等
学
校
の
た
め
の
配
置

４
７
人
（４
７
人
）

④
質
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｖ
配
置

４
７
人
（４
７
人
）

＜
家
庭
＞

＜
教
育
委
員
会
等
＞

＜
福
祉
関
連
機
関
＞

[目
標
]平
成
31
年
度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
全
て
の
中
学
校
区

（
約
１
万
人
）に
配
置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
）

（
ひ
と
り
親
家
庭
・
多
子
世
帯
等
自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

平
成

3
1
年
度
概
算
要
求
額

4
,8
7
3
百
万
円

（
平
成

3
0
年
度
予
算
額
4
,5
6
9
百
万
円
）補

助
率
：１

/
3

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

平
成

3
1
年
度
概
算
要
求
額

1
,9
7
8
百
万
円

（
平
成

3
0
年
度
予
算
額
1
,4
8
4
百
万
円
）補

助
率
：１

/
3

連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組

※
支
援
が
必
要
な
学
校
に
弾
力
的
に
派
遣
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
教
育
委
員
会
配
置
方
式
も
推
進
。

①
全
公
立
小
学
校
に
対
す
る
配
置
１
７
，
５
０
０
校
（１
６
，
７
０
０
校
）

②
全
公
立
中
学
校
に
対
す
る
配
置
１
０
，
０
０
０
校
（１
０
，
０
０
０
校
）

[目
標
]平
成
3
1年
度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
公
立
小
中
学
校

(2
7
,5
0
0
校
）に
配
置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
）

（
ひ
と
り
親
家
庭
・多
子
世
帯
等
自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

平
成

3
1
年
度

:2
7

,5
0

0
校

平
成

3
1
年
度

:1
0

,0
0

0
人

※
（

）
は
前
年
度

＜
学
校
・
教
職
員
（
養
護
教
諭
等
）＞

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：児
童
生
徒
の
心
理
に
関
し
て
高
度
に
専
門
的
な
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
者

（
臨
床
心
理
士
等
）

学
校
教
育
法
施
行
規
則

第
6
5
条
の
２

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
小
学
校
に
お
け
る
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事
す
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
：
福
祉
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・技
術
を
有
す
る
と
と
も

に
、
過
去
に
教
育
や
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
、
活
動
経
験
の
実
績
等
が
あ
る
者
（社
会
福

祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
）

学
校
教
育
法
施
行
規
則

第
6
5
条
の
３

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
小
学
校
に
お
け
る
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事
す
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実
2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額
6
,8
5
1
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額
6
,0
5
3
百
万
円
)
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額

３
５
０
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：
５
０
百
万
円

２
９
年
度
補
正
予
算
額
：
２
０
０
百
万
円
)

【イ
メ
ー
ジ
】Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
も

送
信
可
能
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を

正
確
か
つ
容
易
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る

教
育
委
員
会
や

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等

で
受
信

（
例
）自

殺
を
ほ
の
め
か
す
等
、
命
に
関
わ
る
相
談
の
場
合
の
連
絡
の
流
れ

臨
床
心
理
士
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
上
の
子
供
の

気
持
ち
が
わ
か
る

若
者
等
が
対
応

教
育
委
員
会
等

（
福
祉
部
局
と
共
同
・
連
携
）

安
全
を
確
認

学
校

緊
急
の
場
合

警
察
、
児
童
相
談
所
等

と
連
携
し
対
応

＜
背
景
＞

○
い
じ
め
を
含
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
は
、
相
談
に

係
る
多
様
な
選
択
肢
を
用
意
し
、
問
題
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
喫
緊
の
課
題
。

○
ま
た
、
座
間
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
高
校
生
3人
を
含
む
9
人
の
方
が
殺
害
さ
れ
た
残
忍

な
事
件
を
受
け
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
殺
願
望
を
発
信
す
る
若
者
が
適
切
な
相
談
相
手
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等
に
伴
い
、
最
近
の
若
年
層
の
用
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に

お
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
参
考
）

Ｈ
29
年
[平
日
1日
]コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
メ
デ
ィ
ア
の
平
均
利
用
時
間
（
Ｈ
30
.7
総
務
省
情
報
通
信
政
策
研
究
所
調
査
）

1
0
代
：
携
帯
通
話
0
.6
分
、
固
定
通
話
0
.3
分
、
ネ
ッ
ト
通
話
4
.0
分
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
5
4
.0
分
、
メ
ー
ル
利
用
1
7
.8
分

＜
事
業
概
要
＞
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
構
築
の
た
め
の
立
ち
上
げ
・
準
備

に
対
す
る
支
援

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
の
実
証
事
業
に
対
す
る
支
援

○
実
施
主
体
：
原
則
、
都
道
府
県
・指

定
都
市

※
但
し
、
指
定
都
市
を
除
く
市
区
町
村
は
、
将
来
的
な
都
道
府
県
等
に
よ
る
広
域
的
な

相
談
体
制
の
構
築
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。

○
事
業
内
容
：
児
童
生
徒
へ
の
普
及
の
実
現
可
能
性
や
児
童
生
徒
の
活
用
の
し
や
す
さ
、
相
談
受
付
後
の

効
果
的
な
対
応
方
法
等
を
勘
案
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ
等
を
通
じ
た
相
談
を
実
施
。

・
相
談
対
象
者

：
原
則
、
児
童
生
徒

・
相
談
受
付
時
間
：
児
童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
平
日
午
後
5
時
～
午
後
10
時
ま
で
や
、

長
期
休
業
明
け
前
や
日
曜
日
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
設
定
。

○
実
施
箇
所
：
①
５
箇
所
（
３
０
年
度
予
算
：
５
箇
所
、
２
９
年
度
補
正
予
算
：２
０
箇
所
）

※
相
談
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
に
限
る
。

②
３
０
箇
所
（新

規
）

○
補
助
形
態
：
①
立
ち
上
げ
・準

備
経
費

定
額
補
助
（
上
限
1,
00
0万
円
）

②
相
談
の
実
証
事
業
経
費

定
額
補
助

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

さ
ら
に
、
広
く
若
者
一
般
を
対
象
と
し
た
S
N
S
に
よ
る
相
談
事
業
を
実
施
す
る
厚
生
労
働
省
と
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る

文
部
科
学
省
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
か
ら
得
た
知
見
を
共
有
す
る
な
ど
連
携
し
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
対
応
の
強
化
を
図
る
。
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い
じ
め
防
止
等
対
策
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究

課
題

○
国
は
、
困
難
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て
相
談
で
き
る
弁
護
士
等
、
多
様
な
人
材
に
よ
る
支
援
体
制
を
構

築
す
る
。
【
い
じ
め
の
問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
第
一
次
提
言
）
（
平
成
2
5
年
2
月
2
6
日
教
育
再
生

実
行
会
議
決
定
）
】

○
い
じ
め
の
防
止
の
た
め
に
は
、
い
じ
め
に
向
か
わ
な
い
態
度
・
能
力
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め
の
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
考
え
、
議
論
す
る

こ
と
に
よ
り
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
践
的
な
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
【
い

じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
平
成
2
5
年
1
0
月
1
1
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
（
平
成
2
9
年
3

月
1
4
日
最
終
改
定
）
）
】

○
家
庭
と
の
対
応
の
関
係
で
保
護
者
等
か
ら
の
過
剰
な
苦
情
や
不
当
な
要
求
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

場
合
や
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
問
題
に
関
し
て
法
的
側
面
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
な
場
合
に
つ
い

て
、
学
校
が
組
織
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
支
援
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
法

的
相
談
を
受
け
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
等
の
専
門
家
の
配
置
を
進
め
る
。
【
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
関
す
る
緊
急
対
策
（
平
成
2
9
年
1
2
月
2
6
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
）
】

背
景
説
明

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士

が
、
そ
の
専
門
的
知
識
・
経
験
に

基
づ
き
、
学
校
に
お
い
て
法
的
側

面
か
ら
の
い
じ
め
予
防
教
育
を
行

う
と
と
も
に
、
い
じ
め
な
ど
の
諸

課
題
の
効
率
的
な
解
決
に
も
資
す

る
、
学
校
に
お
け
る
相
談
体
制
の

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施

す
る
。

目
的
・
目
標

事
業
内
容
1

調
査
研
究
結
果
の
分
析
・検

証
・周

知
、
施
策
へ
の
反
映
を
通
じ
て
、

い
じ
め
の
防
止
、
校
務
の
効
率
化
・負

担
軽
減
を
図
る
。

法
的
側
面
か
ら
の
い
じ
め
予
防
教
育

事
業
内
容
２

学
校
に
お
け
る
法
的
相
談
へ
の
対
応

事
業
内
容
３

法
令
に
基
づ
く
対
応
の
徹
底

2
0
1
9
年
度
要
求
・要

望
額

１
０
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

１
０
百
万
円
)

期
待
さ
れ
る
効
果

弁
護
士
が
、
実
例
（
裁
判
例
等
）
を
示
し
な

が
ら
、
人
権
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
や
い
じ
め

の
法
律
上
の
扱
い
（
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
得

る
こ
と
や
、
不
法
行
為
に
該
当
し
損
害
賠
償
責

任
が
発
生
し
得
る
こ
と
等
）
に
つ
い
て
教
え
る

授
業
モ
デ
ル
の
構
築
や
実
践
的
な
教
材
の
開
発

を
行
う
。

学
校
が
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ

い
て
弁
護
士
に
相
談
し
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
や
、
弁
護
士
に
よ
る
教
員
向
け
の
研

修
会
を
受
け
る
こ
と
等
が
、
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
の
効
率
的
な
解
決
に
資
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
証
を
行
う
。

学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

等
に
基
づ
い
て
、
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
が
徹

底
さ
れ
て
い
る
か
を
弁
護
士
が
法
的
側
面
か
ら

確
認
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。
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学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
教
育
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
調
査
研
究

20
19
年
度
要
求
・要
望
額
15
5百
万
円

(前
年
度
予
算
額
15
5百
万
円
)

背
景

課
題

○
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
４
年
連
続
増
加
（
平
成
28
年
度
の
小
・中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
：
約
１
３
万
４
千
人
）

○
平
成
２
８
年
１
２
月
７
日
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し、
同
法
第
７
条
を
踏
ま
え
、

平
成
２
９
年
３
月
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」を
策
定

⇒
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
確
保
が
重
要

背
景

事
業
内
容
1

期
待
さ
れ
る
効
果

不
登
校
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉
え
て
、社
会
的
自
立
に
向
け

て
学
習
等
の
活
動
に
取
り組
む
こと
が
で
きる
よ
う、
学
校
や
教
育
行
政
機
関
は
も
とよ
り、
フリ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
民
間

団
体
等
とも
連
携
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
る
こと
で
、不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
経
済
面
・学
習
面
の
支
援
を
通
じ
た
、

き
め
細
か
な
支
援
体
制
の
整
備
等
が
促
進
さ
れ
る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
・民
間
団
体
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備

事
業
内
容
2

民
間
団
体
の
自
主
的
な
取
組
の
促
進
に
関
す
る
調
査
研
究

①
教
育
支
援
セ
ン
ター
等
の
新
規
設
置
促
進

②
教
育
支
援
セ
ン
ター
に
お
け
る
機
能
の
拡
充

③
訪
問
型
支
援
や
IC
T機
材
等
を
活
用
した
支
援
の
た
め
の
支
援
員
等
の
配
置

④
教
育
委
員
会
と民
間
団
体
等
との
連
携
に
よ
る
支
援
の
実
施

（
民
間
団
体
に
通
う子
供
に
対
す
る
訪
問
型
支
援
の
実
施
等
）

➄
学
習
活
動
へ
の
経
済
的
支
援

教
育
委
員
会
や
学
校
を
中
心
に
、関
係
者
間
の
連
携
の
下
、

学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
様
々
な
学
習
を

き
め
細
か
に
支
援
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
向
け
た
実
践
研
究

（
22
箇
所
）

不
登
校
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
民
間
団
体
の
自
主
的

な
取
組
の
促
進
に
関
す
る
調
査
研
究
（
２
箇
所
）

平
成
30
年
度
に
実
施
した
調
査
研
究
の
成
果
等
を踏
ま
え
、

フリ
ー
ス
クー
ル
等
が
そ
の
特
色
・自
主
性
を
損
な
わ
ず
に

量
的
拡
充
と地
域
偏
在
の
解
消
が
図
られ
る
よ
う、

①
民
間
団
体
の
相
互
評
価
の
実
施

②
中
間
支
援
組
織
の
設
置
促
進
・機
能
充
実

③
効
果
的
な
官
民
連
携
の
在
り方

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
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夜
間
中
学
に
お
け
る
就
学
機
会
の
提
供
推
進

20
19
年
度
要
求
・要
望
額
66
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

36
百
万
円
)

背
景

課
題

○
全
国
に
は
義
務
教
育
未
修
了
が
少
な
くと
も
約
12
.8
万
人
い
る
ほ
か
、近
年

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
して
い
る
。

○
平
成
28
年
12
月
に
、全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
夜
間
中
学
に
お
け
る
就
学

機
会
の
提
供
等
の
措
置
を
講
ず
る
こと
を
義
務
付
け
る
「教
育
機
会
確
保
法
」が

成
立
した
。

○
夜
間
中
学
は
、義
務
教
育
を
受
け
る機
会
を実
質
的
に
保
障
す
る
場
とし
て

重
要
な
役
割
を
果
た
して
い
るが
、現
在
は
全
国
８
都
府
県
25
市
区
に
31
校

の
設
置
に
止
ま
って
い
る
。

背
景
説
明

教
育
機
会
確
保
法
等
に
基
づ
き、
義
務
教
育
の
機
会
を
実
質
的

に
保
障
す
る
た
め
、

・
全
て
の
都
道
府
県
に
少
な
くと
も
一
つ
の
夜
間
中
学
を設
置

・
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実
や
受
け
入
れ
る
生
徒
の
拡
大

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
H3
0.
6.
15
閣
議
決
定
）

目
的
・目
標

成
果
、事
業
を
実
施
し
て
、

期
待
さ
れ
る
効
果

義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
を
十
分
に
受
け
て
い
な
い
者
の
意
思
を
十
分
に
尊
重
しつ
つ
、

その
年
齢
又
は
国
籍
その
他
の
置
か
れ
て
い
る
事
情
に
か
か
わ
りな
く、
その
能
力
に
応
じた
教
育
を
受
け
る
機
会
が
確
保

され
る
よ
うに
す
る
とと
も
に
、そ
の
者
が
、そ
の
教
育
を
通
じて
、社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生
き
る
基
礎
を
培
い
、豊
か
な

人
生
を
送
る
こと
が
で
きる
。（
教
育
機
会
確
保
法
第
３
条
）

＜
設
置
促
進
＞

●
都
道
府
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担
に
係
る
調
査
研
究

約
４
百
万
円
（
１
か
所
あ
た
り
約
５
０
万
円
）

教
育
機
会
確
保
法
第
１
５
条
に
基
づ
く
協
議
会
の
設
置
・
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
都

道
府
県
に
お
い
て
就
学
機
会
提
供
に
係
る
役
割
分
担
の
在
り
方
を
検
証
。

●
夜
間
中
学
新
設
準
備
に
係
る
調
査
研
究

約
１
５
百
万
円
（
１
か
所
あ
た
り
約
２
５
０
万
円
）

夜
間
中
学
新
設
準
備
に
伴
う
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
設
置
に
向
け
た
準
備
の
在
り
方
を

都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
お
い
て
検
証
。
【
拡
充
】

＜
広
報
活
動
＞

◆
教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨
や
基
本
指
針
の
内
容
、
夜
間
中
学
の
活
動
等
を
周
知

す
る
た
め
の
説
明
会
の
開
催
や
、
夜
間
中
学
を
周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
布

等
し
、
国
民
の
理
解
を
増
進
。

＜
教
育
活
動
の
充
実
＞

●
夜
間
中
学
に
お
け
る
教
育
活
動
充
実
に
係
る
調
査
研
究

約
２
４
百
万
円
（
１
か
所
あ
た
り
約
８
８
万
円
）

夜
間
中
学
に
通
う
生
徒
の
実
態
等
を
把
握
し
、
円
滑
に
教
育
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
経
済
的
支
援
の
在
り
方
を
検
証
。
【
新
規
】

＜
受
け
入
れ
る
生
徒
の
拡
大
＞

●
夜
間
中
学
に
お
け
る
教
育
機
会
提
供
拡
充
に
係
る
調
査
研
究

約
１
６
百
万
円
（
１
か
所
あ
た
り
約
６
０
万
円
）

義
務
教
育
未
修
了
者
に
加
え
て
、
外
国
籍
の
者
、
入
学
希
望
既
卒
者
な
ど
多
様
な
生
徒

の
受
入
れ
拡
大
を
図
る
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
の
在
り
方
を
検
証
。
【
拡
充
】

◆
必
要
な
日
本
語
指
導
を
充
実
す
る
た
め
夜
間
中
学
に
携
わ
る
教
職
員
に
向
け
た
研

修
を
実
施
。

◆
は
文
部
科
学
省
が
直
接
執
行
す
る
予
算
を
表
す
。
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緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

20
19
年
度
要
求
・要
望
額
2,
39
2百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：
2,
45
0百
万
円
)

【東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
】

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
準
ず
る
者
の
活
用

・
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
、
学
習
支
援

臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
等

相
談
業
務
経
験
者
、
教
育
分
野
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
等

心
の
ケ
ア
・
助
言
・
援
助
等
及
び

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

○
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
・
教
職
員
等
の
心
の
ケ
ア
や
、
教
職
員
・
保
護
者
等
へ
の
助
言
・
援
助
、
学
校
教
育
活
動
の
復
興
支
援
、
福
祉
関
係

機
関
と
の
連
携
調
整
等
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
活
用
す
る
経
費
を
支
援
す
る
。
〔
補
助
率
１
０
／
１
０
〕

※
平
成
２
３
～
２
７
年
度
は
、
委
託
費
と
し
て
実
施
。
平
成
２
８
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
委
託
費
の
方
式
を
改
め
、
新
た
に
国
庫
補
助
の
事
業
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
学
校
等
で

活
用
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
取
組
を
中
心
と
し
た
事
業
と
し
て
い
る
。

被
災
地
域
等

児
童
生
徒
等

保
護

者

地
域

関
係

機
関

教
職

員
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６．子供の体験活動の推進

(前 年 度 予 算 額 101百万円）

2019年度要求・要望額 152百万円

１．要 旨

農山漁村等における様々な体験活動を通じ、児童生徒の豊かな人間性や社

会性を育み、自己有用感を高め、将来のキャリアへの意欲を喚起する。

「子ども農山漁村交流プロジェクト」として総務省、文部科学省、農林

水産省が連携して事業を実施する。

２．内 容

（１）健全育成のための体験活動推進事業 150百万円( 99百万円)

（学校を核とした地域力強化プランの一部）

【総合教育政策局に計上】〔補助率１／３〕

宿泊体験事業

・小学校、中学校、高等学校等における取組(520校)

・学校教育における農山漁村体験活動の導入のための取組(181地域)

・教育支援センター(適応指導教室)等における体験活動の取組(134地域)

（２）学校教育における長期宿泊体験活動の導入促進に関する調査研究

3百万円( 3百万円)

長期宿泊体験活動の導入促進のため、民間シンクタンク等を活用して、

学校の参考となるモデルカリキュラムを開発する。

≪関連施策≫

○補習等のための指導員等派遣事業

・公立学校における体験活動の実施に係るサポートスタッフの配置を支

援〔補助率１／３〕
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■
健
全
育
成
の
た
め
の
宿
泊
体
験
活
動
の
推
進

平
成
３
１
年
度
概
算
要
求
額

１
５
０
百
万
円

（
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン
」
の
一
部
）

１
．
事
業
内
容

（
１
）
宿
泊
体
験
事
業

宿
泊
体
験
活
動
を
行
う
学
校
等
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
補
助
。

①
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
取
組
（
５
２
０
校
）

学
校
教
育
活
動
に
お
け
る
２
泊
３
日
以
上
の
宿
泊
体
験
活
動
の
取
組
に

対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

②
学
校
教
育
に
お
け
る
農
山
漁
村
体
験
活
動
の
導
入
の
た
め
の
取
組

（
１
８
１
地
域
）

ア
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
夏
休
み
期
間
中
等
に
希
望
者
を
募
っ
て

行
う
取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

イ
農
山
漁
村
体
験
活
動
を
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
高
等
学
校
等
の

取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

③
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
等
に
お
け
る
体
験
活
動
の
取
組

（
１
３
４
地
域
）

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
等

に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

（
２
）
体
験
活
動
推
進
協
議
会

２
６
８
地
域
(各
都
道
府
県
・
市
区
町
村
)

各
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
い
て
、
様
々
な
体
験
活
動
を
推
進
し
て

い
く
上
で
の
課
題
や
成
果
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
り
、
好
事
例
の
収

集
、
各
学
校
へ
の
情
報
提
供
や
取
組
の
普
及
を
図
る
た
め
に
開
催
す
る
協

議
会
へ
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・
市
区
町
村

３
．
補
助
率

１
／
３

農
山
漁
村
等
に
お
け
る
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
み
、自
己
有
用
感
を
高
め
、将
来
の
キ
ャリ
ア
へ
の
意

欲
を
喚
起
す
る
。

ま
た
、内
閣
官
房
、総
務
省
、文
部
科
学
省
、農
林
水
産
省
、環
境
省
が
連
携
して
農
山
漁
村
体
験
を
充
実
す
る
こと
とし
て
お
り、
地
域
人
材
や
地
域

資
源
を活
用
す
る
こと
に
より
、異
世
代
間
交
流
や
都
市
農
村
交
流
を
図
り、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

■
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業

平
成
３
１
年
度
概
算
要
求
額
3
,0
7
2
百
万
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

公
立
学
校
の
体
験
活
動
の
実
施
・
計
画
時
に
お
け
る
指
導
・
助

言
を
行
う
体
験
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
体
験
活
動
専
門
指
導
員
、

看
護
師
、
引
率
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
引
率
教
員
の
代
替
教
員
等
の
派

遣
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

（
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

学
校
等
に
お
け
る
宿
泊
体
験
活
動
の
取
組
に
対
す
る
支
援

体
験
活
動
の
実
施
等
に
当
た
り
学
校
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
配
置

■
学
校
教
育
に
お
け
る
長
期
宿
泊
体
験
活
動
の
導
入
促
進
に

関
す
る
調
査
研
究

平
成
３
１
年
度
概
算
要
求
額
３
百
万
円

（
「
い
じ
め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
総
合
推
進
事
業
」
の
一
部
）

学
校
教
育
に
お
け
る
長
期
宿
泊
体
験
活
動
の
導
入
促
進
の
た
め
、

学
校
の
参
考
と
な
る
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
職
員
研
修
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
開
発
す
る
。

ロ
ン
グ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

推
進
事
業

（
関
連
施
策
）

子
供
の
体
験
活
動
の
推
進

20
19
年
度
要
求
・要
望
額
15
2百
万
円

(前
年
度
予
算
額

10
1百
万
円
)

※
百
万
円
未
満
は
端
数
処
理
を
して
い
る
た
め
合
計
と一
致
しな
い
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